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プロローグ








「あっ……ああっ……駄目っ！」

「いいよ、イって。俺も、もう……っ」

　フィニッシュとばかりに最奥を激しく抉えぐられた。

　全身を甘い痺れが貫いて、あっという間に快感に呑み込まれる。

「ああーーっ！」

　ビクンと腰が跳ね、目の前で白い光がチカチカと瞬またたく。

　彼のモノが身体の中心でビクンビクンと拍動した。内壁がじんわりと熱くなり、大量の精が放たれているのがゴム越しに伝わってくる。

　ギュッ……と強く抱き寄せられた。耳元で荒い息遣いと共に甘ったるい囁きが聞こえてくる。

「最高……明あか里りのナカ、めちゃくちゃ気持ちいい」

　名前を呼ばれると嬉しくて苦しくて。彼のモノを受け入れたままのソコがキュッと窄すぼまる。

「うわっ、凄い締め付け……気持ち快よすぎてヤバい。またシたくなる」

「いいですよ。私も……何度でもシたいです」

　私は汗ばんだ彼の背中に腕をまわすと、誘うように彼の耳朶を噛んでみせた。

「……っ、明里、本当に？　もう一度、明里のナカに挿は入いるよ」

「はい……」

　すぐにゴムを付け替えて、再び勃ち上がった漲りを突き立てられる。ついさっき達したばかりとは思えないほどの圧迫感だ。

　まだ敏感な内側を容赦なく擦られて、早くも新たな波が迫り上がってくる。

「ああっ、先輩、凄い！　こんなの……また……っ」

「いいよ……何度でもイって」

「ん……あっ……ああっ！」

　パンパンッと腰を打ち付けられて、粘着質な音がアパートの寝室に響き渡る。

　全身を大きく揺さぶられ、首筋に口づけられて……。




　けれど、どんなに激しく抱かれていても、私の頭はどこか醒めていた。

　会えて嬉しいのに、抱かれて幸せなのに。常に背徳感と不安感に苛さいなまれている。

　──あと何日、あと何回、この人にこうして抱いてもらえるのだろう。

　明日にはもう……ううん、この直後には彼の口から『さようなら』と告げられるかもしれないのだ。

　そして私は、彼を引き止める権利も別れを拒否する理由も持ち合わせていなくて……。




「明里、好きだ……っ」

　──先輩、そんなに簡単に『好きだ』なんて言っちゃ駄目ですよ。




　だってあなたは……私のことなんて愛していないんだから。







１、嬉しくて切ない再会








「ねえ明里、今日これから飲み会があるんだけど、付き合ってくれないかなぁ」

　日勤終了直後の午後五時過ぎ。同僚ナースの『ぐっちゃん』こと川かわ口ぐち由ゆ香かからいきなり声をかけられた。

　私、星ほし野の明里が働いているのは都内にある総合病院の循環器内科病棟だ。

　三年課程の看護短大を卒業しているぐっちゃんは、四大卒の私よりもナースとしては一年先輩。だけど同じ二十五歳ということで気が合って、私たちはしょっちゅう行動を共にしている。

「飲み会って、誰と？」

　身長が百五十五センチしかないチビの私は、細身で長身のぐっちゃんを見上げて聞いてみた。

　彼女はニヤリとしながら「合コン！」と即答する。

「ええっ、合コン!?　いつものナース仲間で飲むんじゃないの？」

　思わず大声をあげたら、ぐっちゃんに呆れた顔をされてしまった。

「何言ってるの、せっかくの金曜日に女ばかりで飲んでどうするのよ」

　今日は医療機器メーカー社員との四対四の合コンで、言い出しっぺのオペ室勤務の子が急用でこれなくなったという。

「ねっ、お願い！　一緒に来て！」

「でも私は思いきり普段着だし、気の利いた会話もできないよ」

　当日の、しかも直前に言われたって、身なりも心構えも準備不足だ。

　──それに私は恋なんて……。

「いいのいいの、ただの人数合わせなんだから」

　クリスマス間近の十二月あたま。半年前に二股彼氏と別れたばかりのぐっちゃんは、今日の合コンに勝負をかけているらしい。

　男女の人数が合わなくてシラけたムードになることだけは絶対に回避したいと、顔の前で両手を合わせてお願いされた。

「自己紹介だけしたら、あとは適当に相槌を打って食べてればいいし。明里の会費は私が払うから、ねっ」

　ぐっちゃんには新人のときにいろいろ教えてもらった義理がある。恋人のいない私は金曜日の夜にも関わらず何の用事もない。つまりこれと言って断る理由がないわけで……。

「わかった。おごりじゃなくていいからさ、ぐっちゃん、頑張って彼氏を作りなよ」

「やった！　明里ありがとう、大好き！」

　笑顔で抱きつかれたあとは、気が変わらないうちとばかりにロッカールームに急かされて。

「明里、せめて髪は下ろしていきなよ」

　うしろで結ゆわえたヘアゴムを外されて、セミロングの黒髪をブラシで素早く梳とかされた。

　こうして、ブルージーンズと白いセーターにキャメル色のダッフルコートを羽織っただけという超普段着の私は、あまり気乗りしないまま合コンに参加することになったのだった。




　今日の女性陣は私を含め全員ナース。病院の従業員用出入口の外で待ち合わせして、揃って電車で向かった。

　合コン会場は駅から近い居酒屋だ。個室の襖を開けるとすでに男性陣は席について待っていた。掘りごたつのテーブルから一斉にこちらを見上げられ、場慣れしていない私は若干緊張してしまう。

「いらっしゃい、さあ、適当にバラけて座ってよ」

　一番手前にいる幹事らしい男性が、笑顔で場を取り仕切る。

　男性陣は全員スーツ姿だ。医療機器メーカーの社員ということだから、全員営業のＳＲさん（Ｓａｌｅｓ　Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｖｅ）かなと予想した。

　そのとき。

「あれっ？　もしかして、チビ？」

　私の心臓がトクンと跳ねた。

　今も記憶に残る懐かしい声と、穏やかで柔らかい口調。そして何より、私をそんなニックネームで呼ぶのは、世界でただ一人……。

「……紘ひろ人と先輩？」

「おおっ、やっぱりチビだ！」

「先輩!?」

　私達は同時に素っ頓狂な声をあげ、同時に仲間に紹介をする。

「彼女、高校のときの後輩なんだよ」

「あの人、高校の文芸部の先輩なんです」

　──嘘っ、まさか紘人先輩とこんなところで会うなんて……。

　園その田だ紘人先輩は、文芸部の部長で学校の王子様だった。

　身長百八十センチのスラッとした体躯に卵型の小さな顔。切り込みを入れたようにくっきりした二重瞼の下には、色素薄めなアーモンド型の瞳がのぞいている。

「チビ、こっちに座りなよ」

　相変わらずの美形ぶり。毛先に癖のあるミディアムヘアは相変わらずだけど、今は茶髪になっている。

　高校のときより骨格がしっかりして大人びた先輩に笑顔で手招きされて、私は吸い寄せられるように彼の隣に座った。

　大衆居酒屋の掘りごたつの席。ドキドキしながら足を潜り込ませる。その瞬間、こちらを向いた先輩の太腿に私の膝がチョンと触れた。思わず胸がときめいてしまう。

　──どうしよう、私、緊張しすぎだ。

　私には彼氏がいない。というか、ちゃんとした恋愛経験がない。

　大学時代に告白されて、お付き合いまがいのことをしたことはある。けれど本気の恋には至らずに、あっけなく自然消滅で終わってしまった。

　高校一年生で理想のカップルを目の当たりにした私は、恋愛に対しての理想がかなり高くなってしまったのだろう。

　あの頃の紘人先輩と百ゆ合り子こ先輩のような関係性。二人で一つで、家族のようで恋人で、まるでお伽噺の中のお姫様と騎士ナイトみたいで……を追い求めるあまり、現実の恋愛に積極的になれないまま今に至る。




「──それにしても、チビがナースになっていたとはな……っていうか、もうチビって呼ぶのも失礼か。星野さん？　いや、明里ちゃん？」

「昔のまま、チビでいいですよ。今も相変わらずチビですしね！」

　おしぼりで手を拭きながら隣を見上げると、思ったより近くで先輩の顔が、「いや、駄目だろ」と呟いた。

「もう立派な社会人で大人の女性じゃないか、明里……ちゃんは」

　そうか、先輩は私を『ちゃん』付けで呼ぶことに決めたのか、そうなのか……と少し面おもはゆい気持ちになると同時に、ふと高校時代のことを思いだす。

　文芸部で一番背が低くてちょろちょろしていた私のことを、紘人先輩はチビと呼んでいた。

　私を可愛がってくれていた百合子先輩が『明里ちゃん』と呼んでいて、それを紘人先輩も真似しようとしたら、『ダメよ！　この子のことをちゃん付けで呼んでいいのは私だけなんだから！』と叱られてしまったのだ。

『紘人はきちんと苗字でお呼びなさい』

『いや、だったら俺は……』

　と対抗意識を燃やされて、勝手に『チビ』と呼ばれるようになっていた。

　──八年ぶりの再会にして『チビ』卒業かぁ……。

　感慨深い気持ちを胸に秘めつつ、当たり障りのない近況報告や世間話で盛り上がる。

　それでも私はずっとあることが気になっていた。

　──百合子先輩は？

　先輩には幼馴染の彼女がいたではないか。しかも学校中の生徒公認でラブラブだった。

　彼女がいるのに合コンなどに参加していていいのだろうか。いや、私と同じでただの人数合わせなのかもしれない。だって紘人先輩は浮気するようなキャラじゃない。

　たった一年半、しかも部活で交流を持っただけの間柄で何を知っているのだと言われそうだけど、それでも私が見てきた先輩は真面目で誠実で、ひたすら優しかった。

　ほかの合コン参加者もいる前で百合子先輩の名前を出していいのかがわからず、そして紘人先輩の口からも聞かされないので、私は悶々としつつも笑顔で会話を続けていた。




「──なあ、これから二人だけで飲みに行かないか？」

　会がお開きになって居酒屋を出たところで、先輩から耳打ちされた。

「えっ？」

　動揺しているあいだに先輩が皆を振り返る。

「俺たちは先輩後輩で積もる話があるんで、じゃあ！」

「ええっ！」

　私の返事を待たずに宣言されて、肩を抱かれて歩きだす。

「ちょっ、どこに行くんですか？」

「……どこでもいい、二人でゆっくり話せるところなら」

　さっきまでと違い真剣味のある低い声。肩を抱く手に力が籠ったような気がして、私は黙って先輩に従った。

　向かった先はそこからほど近い小さなバー。片隅の二人席で向かいあった途端に聞かされたのは、百合子先輩の裏切り話。

「百合子……あいつ、浮気してたんだよ」

　──えっ？

「……そんなの嘘でしょ」

　──だって二人は仲のいい恋人で……。

　私の憧れの、理想のカップルだったのだ。





　　＊＊＊






　──うわっ、カッコいい！

　高校入学直後の春。部活見学で彼を見た瞬間、一目惚れした。私を含め、その場にいた女生徒ほとんどが……だ。

　そして全員、恋心を募らせる間もなく直後に諦める羽目になる。

　二年生の園田紘人先輩は、文芸部の次期部長で学校の王子様。そしてあの頃そんな彼の隣には、常に優しく微笑む女ひ性とがいた。

　同じく二年生の高たか部べ百合子先輩。高貴で華奢で色白で。まさしく百合の花のごとく美しいその人は、紘人先輩の幼馴染で長年付き合っている恋人だ。

　まるでモデルみたいな容姿の二人は、学校中で知らない人がいないほどの有名人で、公認カップルだった。

　二人は階が違うものの、同じアパートの住人らしい。母親同士が仲良しだったことから、家族ぐるみの付き合いをしてきたのだという。

　なんでも幼少期の百合子先輩は喘息持ちで病弱だったそうで、彼女が喘息の発作を起こして学校を休むたびに、紘人先輩が連絡帳や宿題を持って見舞い、ベッドサイドで甲斐甲斐しく世話を焼いていたそうだ。

『えっ、いつから付き合い始めたかって？　そんなのもうわからないよ。気づいたときには一緒にいたんだから』

　そう言う紘人先輩を、いつも百合子先輩は人形みたいな綺麗な顔で満足げに見つめていた。




　校舎二階の文芸部の部室からは、グラウンドの様子が見渡せる。

　紘人先輩が座るのは必ず窓際の席だ。

　文芸部とダンス部の両方に所属していた百合子先輩がグラウンドの隅でダンスをしていると、それを紘人先輩が頬杖をつきながらじっと見下ろしている。

　紘人先輩に気づいた百合子先輩が手を振って、それを見た紘人先輩が手を振り返して。

　そのときの幸福そうな横顔を眺めていると、なんだか私まで幸せな気持ちになれたのだ。胸の奥深くに、ほんの少しの切なさを感じながら。

　文芸部の活動は月曜日と木曜日の放課後。百合子先輩はダンス部が朝練のみになる月曜日しか顔を出せなかったけれど、来れば必ず紘人先輩の隣を陣取っていた。

　百合子先輩は本当に素敵な女性で、彼らがあまりにもお似合いで。私はそんな二人に憧れていて、二人の姿を見ているのが大好きで。

　だから私は紘人先輩へのほのかな恋心を自覚しながらも、変に期待することもなく、早々にあっさりと諦めることができたのだと思う。

　それなのに……。




「──百合子のルームシェアの相手が男だったんだ。びっくりだろ？」

　百合子先輩は高校卒業後すぐに、アメリカにダンス留学を果たしている。

　我が校のダンス部は強豪校で有名だ。百合子先輩の代ではとうとう大きなダンスコンクールで優勝し、いくつかのテレビ番組にも出演していた。

　センターで踊っていた百合子先輩には芸能界からスカウトが来たけれど、彼女はそれを蹴って、ニューヨークのダンススクールに入学したのだ。

　そのまま向こうでプロのダンサーとして活動を続けており、二年前にはアメリカのダンスオーディション番組でファイナリストにもなった。

　最近では日本のコマーシャルに出演を果たすなど、その活躍は目覚ましい。

　地元出身の有名人として、同窓生のあいだでもたびたび話題にあがるほどなのだが……その百合子先輩が、なんとアメリカで同居人と浮気をしていたというのだ。

「信じらんないだろ？　同居相手が男だったとかバイだとか。俺、もうわけがわからなくてさ」

　二ヶ月前の十月あたま、百合子先輩はコマーシャルの撮影で一週間だけ日本に帰国していた。

　紘人先輩はそのときに、彼女がアメリカのルームメイトと電話で話している内容を聞いてしまったのだという。

「俺がベッドで目を閉じていたから寝てると思ったのかもしれない。いや、英語で話せば聞き取れないだろうと見くびってたんだろうな。俺、英会話を習ってることをあいつには内緒にしていたから」

　電話での恋人然とした内容について、当然紘人先輩は問い詰めた。

　すると百合子先輩は怒ってアパートから宿泊先のホテルに戻り、そのままアメリカに帰国してしまったのだそうだ。

　そのうちに向こうから謝ってくるのでは？　と薄っすら期待していたが、百合子先輩はそれどころか『今はツアーに向けての練習に集中したい。話は会ったときにしましょう』というメールを寄越してきた。

　それ以来連絡は途絶えているらしい。

　紘人先輩としては言いたいことが山ほどあるが、ダンスの練習に集中したいと言われればどうすることもできない。

　次に直接会えるのは来年の二月。彼女が有名アーティストのコンサートツアーでバックダンサーとして日本に来るときだ。

　悶々としつつも待つしかない。そんなときに飲み会の誘いを受けた。会社の同僚が、営業先の病院でオペ室のナースに合コンを持ちかけられたのだ。

　いつもであれば「恋人がいるから」と断るところだが、何かで気を紛らわせたい気持ちが勝った。それに一人アパートで鬱々としているよりも、病院の情報収集をしたほうがよほど有意義だろう。

　そう考えた先輩が誘いに応じて今に至る……ということだった。




「そんな……信じられない」

「なっ、信じられないよな。俺もビックリだよ」

　紘人先輩はわざとらしく大声で笑ったり泣きそうな顔でうつむいたりを繰り返しつつ、早いピッチでアルコールを呷っていく。

　夜中に店を出るときにはかなりの酩酊状態で、二人でタクシーに乗るとウトウトしながら私にもたれかかってきた。

　高校時代のひたすらカッコよくて爽やかだった先輩からは想像できない姿だ。

　──精神的にかなり参ってるんだろうな。

　あの頃の仲睦まじい二人を知っているだけに、百合子先輩が浮気だなんて、にわかには信じがたい。けれど高校卒業後すでに八年も経っている。彼らのあいだには、私が知らない歴史があるのだろう。

　──まあ、そのお陰で紘人先輩と再会できたわけで、こうして一緒にいられるわけで……。

　申し訳ないと思いつつも、ちょっぴり嬉しいと思っている自分がいる。

　べつにどうこうなれるだなんて思っていない。ただ、胸の奥に閉じ込めていたときめきの蓋が開いて、青春時代の感慨に耽っているだけだ。

「先輩、アパートに着きましたよ。住所は本当にここでいいんですか？」

「うん……だいじょ……ぶ」

　肩にズシリと重みを感じながら、どうにかコーポ型アパートの階段を二階まで上がる。

　彼がポケットから落とした鍵を私が拾い上げ、そのままドアを開けた。

「先輩、もう少しですからしっかり歩いてください。寝室はどこですか？」

　今にも寝てしまいそうな先輩を支えて廊下を進む。

「よいしょ！」と勢いをつけて、セミダブルのベッドに横たえさせた。

　彼のネクタイを襟から抜き、キツそうなワイシャツのボタンを三つまではずす。

　そしてもう帰ろうと腰を浮かせたところで……急に手首を掴まれ引き寄せられた。

　──えっ!?

　ぽすっと鈍い音をさせて、私の額が落ちたのは、先輩の胸の上で。

「まだ帰るなよ。一緒にいてよ」

　そう言う先輩の声はひどく掠かすれていて。見上げれば、彼の揺れる瞳に私の驚いた顔が写り込んでいて。

『あいつ、浮気してたんだよ』

　百合子先輩がそんなことをしでかしたから。

『まだ帰るなよ。一緒にいてよ』

　紘人先輩がそんなことを言うものだから。

　──だって先輩、今にも泣きだしそうな顔をしているから……。

　私がとうの昔に諦めていた、小さな小さな恋の火種に、ぽっと火が灯ってしまったのだ。

　だから私はこう告げた。

「……先輩、抱いてくださいよ」

　口にした途端に心拍数が急上昇する。

　こんなセリフを言うのも、こんなシチュエーションも生まれてはじめてで。

　心臓がバクバクするものの、私はその言葉を引っ込めるつもりはなかった。

「チビ……明里……ちゃん……」

「明里でいいです」

　ゆっくり顔を近づけて、薄い唇に口づけた。これが私のファーストキスだ。

　──上手くできたのかな。

　顔を離そうとした瞬間、後頭部をグイと抱え込まれた。

　一旦離れかけていた唇が押しつけられて、隙間から肉厚な舌が挿入ってくる。生温かいそれは私の歯列を順になぞり、上顎を執拗にくすぐった。

　なぜか子宮がキュンとして、身体の中心が疼きだす。

「あっ……」

　今まで聞いたことのない鼻にかかった高い声。それが自分のものだと気づいた瞬間、私の舌が彼の舌に捕らえられた。絡み合い、湿った水音を立てながら顔の角度を変えていく。

「んっ……は……っ」

　呼吸が苦しい。息継ぎはどうすればいいのだろう。朦朧としつつも彼の動きに合わせて必死で舌を動かす。

「明里……」

　今度は上から声が聞こえてきた。気づけばいつの間にか体勢が入れ替わっていたらしい。目を開けると、紘人先輩がじっとこちらを見下ろしている。私の顔の両側が彼の腕で囲われていた。

「明里……俺は……」

　掠れた声で呟きながら、先輩の瞳が大きく揺れる。

　──ああ、先輩は迷っているんだ。

　大事な恋人に裏切られて、寂しくて悲しくて、行き場のない感情に苦しんでいて。好きでもない後輩の誘いに縋りたいほど弱っていて。

　それでも彼は必死に抗おうとしている。

「先輩、大丈夫です。大丈夫ですから……」

　何が大丈夫なのか、自分でもわからない。でも今はただ、先輩の苦しみを和らげてあげたいだけだ。

「最後の良心なんて、捨てちゃってくださいよ」

　私はそっと先輩を押しのけ身体を起こす。みずからコートを脱ぎ、続けてセーターとシャツ、そしてジーンズやソックスも脱いでベッドサイドに落としていく。

　下着姿で先輩に抱きつくと、彼の耳元で囁いた。

「先輩、どうか私を抱いてください」

「明里……っ！」

　身体がベッドに倒された。鎖骨を唇がなぞり、そのあいだにブラのホックが外される。まろび出た膨らみを痛いぐらいに揉みしだかれた。

　ピンクの先端を吸い上げられる。舌で器用に転がされ、ときおり軽く甘噛みされる。

「んっ……ああっ」

　彼の右手が腰を撫で、そのまま下へとおりていく。片膝を立てられ外に大きく開かれた。

「あっ！」

　ショーツの布がズラされて、中心線を撫でられる。先輩の人差し指が割れ目を往復すると、クチュと淫らな音がした。

　腰がゾワゾワして蜜口がキュッと窄む。なんだかじっとしていられない。

「やっ、あっ！」

　こんな場所を触られるのは恥ずかしい。けれど気持ちよさが羞恥を上回り、もっともっとと脳が叫ぶ。私は必死で股を開く。

「先輩、気持ちいい……です」

「くそっ！」

　紘人先輩が上体を起こし、私のショーツを引き下ろす。

　自分の服も脱ぎ捨て全裸になると、私の股のあいだに顔を沈めてきた。

　すぐにペチャ……と水音がして、割れ目を生温かい舌が往復する。

　──えっ、嘘っ！

　ソコを舐められているのだと気づいた途端、恥ずかしさと驚きで顔が熱くなる。

　キスがはじめてならセックスもはじめてだ。知識はあったものの、実際に秘部に触れられた衝撃は想像以上で。

「やっ、駄目っ、先輩……っ！」

　思わず大きな声が出てしまった。

　途端に彼の動きが止まり、心配そうにこちらを見上げてくる。

「ごめん、嫌だったか」

　──ああ、駄目だ。

　ここで私が嫌だと言えば、先輩は二度と私に触れないだろう。すぐさま私を追い出して、一人この部屋で、自分がしたことを悔やむのだ。

　──違う、先輩は悪くない。誘ったのは私で、私はこのまま抱かれたいと思っていて……。

「嫌じゃ……ないです。だから、もっと……舐めてください」

　両手で顔を覆うとみずから膝を立てて脚を開く。

「こんなの、もう……」

　呟きが聞こえた直後に膝裏から脚を持ち上げられた。パカッと股を開かれて、中心に強く吸い付かれる。

　チューッと高い音が鳴り、小さな蕾が熱くなる。

「やぁっ、あっ、ああっ！」

　舌先で包皮を剥かれ、吸ったり舐めたりを繰り返される。身体の奥から疼きが起こり、物凄い勢いで迫り上がってきた。

「やっ……なんだか変っ！」

　ナカに何かが挿し入れられた。それが指だとわかったときには指の腹で内壁を探られていた。

「痛くない？　大丈夫？」

「大丈夫……です」

　先輩は安心したのか蕾への口淫を再開する。同時に指の抽送をしながら、浅いところをそろりと撫でる。

「あっ、あっ……ああーーっ！」

　ある一点を押された途端、強い刺激に身体が跳ねた。目の前で火花が散って嬌声をあげる。

　指を抜かれたあとも入口が勝手にヒクヒクと収縮を繰り返す。

　──ああ、これがオーガズムなのか。

　頭の片隅でぼんやりと考えた。

　看護学の授業で学んだことのある単語なのに、読むのと体験するのでは全然違う。嵐のように、波のように、あっという間に全身をさらわれてしまう。一度そうなれば抗えない。ただただ溺れて呑み込まれるのみだ。

「挿れるよ」

　カサッという音で、避妊具を装着しているのだなと思った。しかしそちらを見る気力もその先のことを考える余裕もない。たった今与えられたエクスタシーに、私は放心状態だ。

　次の瞬間、硬い肉塊がぬるっと侵入してきた。けれど先端まで挿入ったところで先輩が腰を止める。

「……狭い。もしかして」

「だっ、大丈夫です。続けてください！」

　処女だとバレたらやめられてしまうかもしれない。私は必死で目の前の身体に抱きついた。

「明里、君は……」

「本当にっ！　大丈夫なんです！　お願いだからやめないで！」

「……ゆっくり進むから、苦しかったら言って」

　言葉のとおり、先輩はゆっくり慎重に進めてくれた。私の中が徐々に拓ひらかれていく。内壁が押し広げられるたびにミシッと音が聞こえるようだ。

　──痛い！

　それでも唇を噛んで必死に耐える。痛くても苦しくても構わない。先輩のためだなんて綺麗事。私はただ、幼い初恋の終止符として、彼との思い出がほしいだけだ。

「明里、本当に大丈夫か？」

　──先輩は本当に優しいな。

　私の身体を気遣って、何度もこうして声をかけてくれる。

　百合子先輩にもこうだったのかな。いや、きっと彼女にはもっと優しく……なんて考えて、なんだか胸が苦しくなった。

　抱きつく腕に力を込める。

「先輩、とてもいいです……気持ちいいから、最後まで……っ、お願い！」

「唇を噛むな、血が出る。代わりに俺の肩を噛め」

「先輩……っ！」

　複雑な想いをぶつけるように、先輩の肩に歯を立てた。

「うっ！　……そうだ、そうやって遠慮せずに噛めばいい」

　そう告げると先輩は最後の一押しとばかりにグッと恥骨を擦り付ける。

「……っは、奥まで挿入った……動いてもいいか？」

「動いて、ください。先輩が満足するまで」

「馬鹿なことを言うな。君も一緒だ」

　先輩がゆるりと腰を動かすと、グチュッと粘着質な音がした。

　血液なのかもしれないな……と思いつつ、痛みに耐えて必死に彼にしがみつく。

　そのうちナカの滑りがよくなって、ヌチョヌチョと水音が大きくなった。それに呼応するかのように、私のナカが快感を拾い始める。

　子宮のあたりからジワジワと痺れのようなものが湧いてきた。

「あっ、また……先輩、また何か来るっ！」

「もう保もちそうにない。ごめん、少し速くするよ」

　そう言いつつも先輩は乱暴にはせず、控えめにスピードを上げていく。

「苦しくないか？　大丈夫か？」

　そう聞かれるたびに、脳裏で百合子先輩の顔がチラついた。私は泣きそうになりながら、ひたすら首を横に振る。

「先輩、気持ちいいです。もっと、もっとシてください」

「明里……明里っ！」

「……っ、先輩……っ」

　ズンッ！　と最奥を突き上げられて、私は背中を仰け反らせる。

「やぁっ！　ああーーっ！」

「俺も……もう、イクっ！」

　ナカでドクンと大きく跳ねて、ゴム越しに熱いほとばしりを感じた。

　──ああ、先輩は私でちゃんと気持ちよくなってくれたんだ……。

　安心感と疲労感と。いろんなものが一気に押し寄せたその直後、私はあっけなく意識を手放したのだった。





　　＊＊＊






　白くモヤがかかった景色には、文芸部の部室が映っている。

　向かい合わせで二つ並べて置かれた長机の一番窓際。

　白いカーテンがフワリと揺れるその場所は、紘人先輩の指定席。その隣の百合子先輩と二人、彼らはいつも仲良く肩を並べて座っていた。

　紘人先輩が話しかけると、百合子先輩が、ゆるくウェーブのかかったロングヘアーを耳に掻き上げ、彼の口元に耳を寄せる。

　声をひそめて秘めごとみたいに会話をし、目を細めて見つめあう。それから同時にふふっと柔らかく微笑むのだ。

　──ああ、本当にお似合いの二人。

　そう思って眺めていると、不意に制服姿の紘人先輩がこちらを振り返る。

「チビ、おいで」

　手招きされて、私は少しだけ唇の端を尖らせながら近づいていく。

「なんだか犬か猫みたいじゃないですか～！」

　拗ねた顔をしながらも私は内心嬉しくて。

「うちで飼ってやるよ。犬と猫、どっちになりたい？」

「ええっ、人間がいいです〜！」

「ハハッ」

　──先輩、本当は私、犬でも猫でもどっちでもよかったんですよ。こうして近くでその笑顔を見つめていられれば……。




「──先輩、私は……あれっ!?」

　目を開けると、私はグレーのシーツがかかったセミダブルベッドの上にいた。

　そっと隣を見れば、そこには憧れだった人の寝顔がある。

　長いまつ毛に高い鼻梁。汗でしっとりとした前髪が額に垂れている。布団からはみ出た肩や胸板にはほどよく筋肉がついており、なんともいえない色気を纏っていた。

　それはついさっき見ていた夢の中の彼よりもずっと大人びていて……。

　──ああ、そうか。昨夜私は紘人先輩と一緒に飲んで……。

　私があんな懐かしい夢を見たのは、きっと紘人先輩と再会した翌朝だからだろう。

　──私は本当に先輩と……。

　私は痛む身体をなだめながら、先輩を起こさないようそっと布団から抜けだした。

　床に散らばっている下着や服を掻き集めて浴室に向かう。

　勝手に使うのは申し訳ないけれど、事情が事情なのでシャワーだけ使わせてもらおう。

　温かいシャワーを浴びながら昨夜のことを反芻する。

　これは夢ではない、現実だ。

　排水溝へと流れるお湯に、赤い線が混じっているのが見えた。それに下半身に違和感もある。股関節も痛い。

　──どうしよう、これから。

　先輩はたぶん、私が処女だと気づいていた。そうでなくても、起きてシーツの汚れを見れば一目瞭然だ。

　けれど罪悪感を持ってほしくない。あれは私も合意のうえだった。というか、ほぼほぼ私から無理やり迫ったようなものだった。

　紘人先輩は優しいから、きっと申し訳ないと思うだろう。下手をすると『責任を取らなければ』なんて考えるかもしれない。

　──そんなの絶対に駄目！

　あの二人は最高のカップルだった。私の憧れだった。

　紘人先輩の相手が百合子先輩だったから、私は初恋を綺麗なまま封印することができたのだ。

　──そう、百合子先輩じゃなきゃ駄目なの。

　それ以外の女性が紘人先輩の隣に立つなんて、想像もしたくない。

　それにそうじゃなきゃ、あのころ諦めた私の気持ちが意味のないものになってしまう……。

　彼は寂しさから私を抱いただけ。苦しみを紛らわすための鎮痛剤だ。

　だから紘人先輩が罪悪感を持たずにすむよう、せめて笑顔を絶やすまいと心に誓う。

「平常心、平常心……」

　何度もそう呪文のように唱えながらキッチンに向かい、笑顔の練習をしつつフライパンをコンロに置く。

　──鼻歌でも歌ってたほうが自然かな？

　私はそんなことを考えて、最近映画になった人気アニメの主題歌を下手くそなりに口ずさむ。

　熱したフライパンに卵を割り入れるとジューッという軽快な音がした。そのとき。

「おはよう」

　突然うしろから声がして、私はギクッと首をすくめた。

　──平常心、平常心！

　そのままゆっくりと深呼吸をすると、練習どおりの笑顔で振り返る。

「先輩、おはようございます！　勝手にシャワーを使わせてもらいました。キッチンも。朝食は食べられますか？　ベーコンエッグです！」

「明里……ちゃん。チビ、いや、明里……」

　パジャマ姿の先輩が、片手で髪をガシガシ掻き乱しながら顔をしかめている。

　その姿を見ると胸の奥が微かに軋む。

　──なんだ、やっぱり先輩、めちゃくちゃ後悔してるじゃないですか。

「だから明里でいいですってば。先輩、何をしどろもどろになってるんですか。ぼやっとしてないでお皿を出してくださいよ」

　先輩はハッとして頭上の棚に手を伸ばすと、取り出したお皿をカウンターの上に置く。

　ピンクの花模様の縁取りが入った大皿二枚。

　誰が買ったものなのかが丸わかりだ。彼女の笑顔を思い浮かべると、私の心臓に小さな棘が刺さる。

　私の視線を辿った紘人先輩もそれに気づいたのだろう。困ったような表か情おをそのままに、私の隣に並んで立った。

　私の右肩と先輩の左腕がコツンとあたる。昨夜の熱が一瞬で蘇り、頬が火照るのを感じた。

　罪悪感と、喜びと……だけど後悔はしていない。もしもまた昨夜をやり直せたとしても、私は同じ行動を取っただろうと思う。

　あのときの彼にはそれが必要だったし、私はそうしたいと思った。それだけのこと。

「……あのさ、昨夜のことだけど」

「いやぁ～、よかったです。これで私も処女を卒業できました！　二十五歳にもなって未経験じゃ恥ずかしいし、かといって知らない人相手だと怖いですしね。はじめてが紘人先輩でよかった！　本当にありがとうございました！」

　ジュージュー音を立てているフライパンに視線を固定させたまま、私は早口でまくし立てる。

　逆に先輩が黙り込んだ。

　──先輩、大丈夫ですよ。たった一度、それも酔ったうえの過あやまちです。彼女ヅラをしようだなんて思っていないですからね。

　だから……。

「先輩、少しはスッキリしましたか？　これで百合子先輩と向き合えそうですか？　私にとって二人は理想のカップルなんですよ。ちゃんと話し合ってとっとと仲直りしちゃってください！」

　言いながら胸がキュッと痛くなる。心臓病の患者さんはこれ以上の痛みにしょっちゅう耐えているのか、凄いな……なんて考えた。

　──私には無理だ……。

　こんな痛みをこれ以上感じていたら、作り笑いもできなくなる。

　──うん、ボロが出る前にここを去ろう。

　二人がけの小ぶりなダイニングテーブルで向かいあって座り、黙々と朝食を食べる。

　先輩のアパートで結ばれて、こうして一緒に朝を迎えて。起こるはずのないことが起こって、私はひとときの夢を見ることができた。

　これでもう十分だと思う。

　高校時代の部活で過ごした一年半。そのあいだに密ひそかに始まってひっそりと終わった私の初恋に、これで本当に終止符が打てたような気がする。

　食器を片付けて私が自分のバッグを手に取ると、先輩に手首を掴まれた。

「もう行くの？」

「だって……」

「急ぎの用事？　だったら今度改めてちゃんと話をしたい。電話番号を教えて」

　触れられた瞬間に昨夜の熱が蘇る。女になったばかりの身体が奥のほうから疼きだす。

　そのとき私の中で悪魔が囁いた。

「……セフレにしてください」

「えっ？」

「昨日みたいな気分のときに……寂しかったり辛くなったりしたときに、気を紛らわせるための相手にしてくれませんか？」

「君は、何を……」

　目を見開き固まる彼に、私はできるだけ軽い口調で言葉を続けた。

「百合子先輩が帰ってくるまで、それまでの関係で構いません。内緒にしてればいいんですよ」

「いや、俺は君とそんな……」

　躊躇する先輩に、私はどんどん畳みかける。

「先に裏切ったのは向こうです。遠距離で、しかも浮気されて……だったら先輩だって、浮気してもいいじゃないですか」

　だって先輩はあんなに酷く酔っていた。そうでもしないと耐えられないくらい苦しくて、だから私を抱いたのだ。

　これからだってきっと寂しい夜がある。そのときに風俗とか知らない女性を求めるくらいなら、私を使ってほしいと思う。

「私は後腐れないし、しつこく追い掛けたりもしないですよ。彼女ヅラもしない。だから都合のいい女だと思って、好きにしてくれればいいんです」

「そんな……君はそんな関係でいいっていうのか？」

「はい。病棟ナースって勤務時間が不規則だし、案外出会いがないんですよ。だからずっと処女を捨てられなくて困ってたんです」

　そう言って私は笑顔でうなずいてみせる。

　今後のためにももっと経験を積んでおきたい。紘人先輩なら知った仲だし、一度経験済みだからもうエッチするのも怖くない。それに彼女持ちで後腐れないし、しつこくされる心配もない……と続けた。

「それに……処女を奪ってセックスを教え込ませておいて、これで放置ってひどくないですか？」

　なかば脅すように上目遣いで言ってみせると、紘人先輩が大きくため息をつく。

　諦めたように肩を落として「わかったよ」と短く告げた。

「やった！　それでは先輩、百合子先輩が次に帰ってくるまでのあいだ、よろしくお願いしますね！」

　笑顔で右手を差し出すと、先輩は硬い表情のまま握り返す。

　──百合子先輩、ごめんなさい。けれど今だけだから……二人が仲直りしたらすぐに紘人先輩を返すから……それまでどうか彼を貸してください！

　こうして百合子先輩が帰国するまでの二ヶ月半、私は紘人先輩と期間限定のセフレ関係を結ぶことになったのだった。







２、恋人じゃないのに








　仕事帰りの会社員や制服姿の学生が目の前を行き交う午後六時過ぎ。

　駅から少し離れたカフェで窓際のカウンター席に座っていると、横断歩道を小走りで渡ってくるイケメンの姿が見えた。

　彼は私に気づくとガラス越しに小さく片手を上げ、そのまま店内に入ってくる。ほどなくしてすぐ隣から柔らかいバリトンボイスが聞こえてきた。

「明里、待たせてごめん。終業間際に営業先から電話があって」

「いえ、大丈夫です。私もちょうど今着いたところなので」

　──うわっ、恋人っぽいセリフ！

　自分が紘人先輩とこんな会話を交わす日がおとずれるなんて、誰が想像できただろうか。

　十二月第二週の金曜日。今日はこれから二人でデートだ。

　先週かなり強引に紘人先輩のセフレになった私だが、じつはあのあと速攻で自分のアパートに帰ってしまった。

　先輩の気が変わって「やっぱり駄目だ」と言われるのが怖かったのだ。

　その後先輩から『あれから身体のほうは大丈夫だったか？』と体調を気遣うメールが送られてきて、それをきっかけにほぼ毎日メールのやり取りをするようになった。

　内容はその日に食べたものや天気のこと、通勤電車の様子など本当に些細なことだ。共通の話題なんて百合子先輩のことしかないくせに、そこに絶対に触れないのが私たちの関係の不自然さを物語っている。

　今日のデートに誘ってきたのは、なんと先輩からだ。

　一昨日メールを送り合っているときに、先輩が『今日は新しい機材のチェックでオペに立ち合ったから疲れた』と弱音を吐いた。

　──だったら……。

『先輩、電話をかけてもいいですか？　私、明るさには自信があるので元気パワーを分けてあげますよ』

『ハハッ、明るいのは知ってる。わかった、待ってる』

　すぐに電話をかけたらワンコールで先輩が応答して。

　電話もメールも話す内容に大差はないけれど、文字と声とじゃ距離感が全然違う。紘人先輩の話し声が、笑い声が、吐息が鼓膜に響くたび、胸の奥が甘く切なく疼きだす。

　──ああ、やっぱり好きだな……。

　喉元まで出かかった言葉を呑み込んで取りとめのない会話を続けていると、彼が土日休みだとわかった。

「週末は遊びの予定とかあるんですか？」

『そんなものないよ』

「いやいや、昔から人気者の紘人先輩が何言ってるんですか。今の時期だったら会社の仲間と鍋パーティーとかあるでしょうに』

『そういうのは百合子が嫌がるから……あっ……ごめん』

　そこでいきなり会話が途切れ、気まずい沈黙がおとずれる。

　──先輩が謝る必要なんてないのに。

　百合子先輩の心情はなんとなく理解できる。自分の彼氏がモテモテで、そのうえ遠距離恋愛中ともなれば、女性がいる集まりに行ってほしくないと願うのは仕方がないことだろう。

　けれど相手は紘人先輩だ。私が知る限り、彼の百合子先輩への愛情は疑う余地のないものだった。

　彼女がコホンと咳をすれば背中をさすり、眠いと言えば当然のように肩を貸す。

　足元に小石ひとつも転がっていないよう、華奢な肩に雨粒ひとつも落とさないよう、本当に大切にしていた。それは献身と言ってもいいほどで。

　彼ならたとえ女だらけの檻に閉じ込められたとしても、指一本出さないだろう。

　実際紘人先輩は恋人の言いつけを律儀に守り、ひたすら彼女の帰国を待ちわびていたのだ。

　百合子先輩と喧嘩などしていなければコンパには参加せず、私の誘いに応じることもなかったに違いない。

　──なのに百合子先輩はどうして浮気なんて……。

　百合子先輩への怒りが沸々と湧いてくる。自分が望んでアメリカに行ったくせに、紘人先輩を信用しないで縛りつけ、そのくせ最悪な裏切り方をした。

　高校時代、彼女は私のことを『明里ちゃん』と呼んで可愛がってくれていた。紘人先輩が私を『チビ』と呼んでからかうたびに、『私の可愛い後輩をいじめないように！』と叱ってくれて。

　そんな彼女のことが、そしてそんなふうに仲睦まじくしている二人を見ているのが、私は本当に本当に好きだったのに……。

　などと考えていたら、突然『そっちは？　週末は仕事？』と聞き返された。

「金曜日が夜勤明けで、土曜日が休み。日曜日は日勤です」

『じゃあデートしようよ』

「えっ」

　──これは空耳？　私の願望がとうとう幻聴レベルにまでなってしまったの!?

　更に『明後日の金曜日、仕事終わりにどう？』と言っているように聞こえ、これは末期だと狼狽えた。

「先輩、私ちょっと耳の調子が悪いみたいで……」

『えっ、耳鼻科に行く？　それじゃデートはほかの日にしようか』

「やっぱりデートって言いました!?　それじゃあこれは幻聴じゃないんですね！」

『ハハッ、幻聴って……やっぱり明里は面白い』

　──ああ、そうか。

　先輩はやはり寂しいのだ。

　恋人がいない週末を過ごすことに慣れているといっても、今は百合子先輩と喧嘩中で弱っている。一人で部屋にいるより外に出たほうが気が紛れるのに違いない。だから先週の飲み会にも顔を出したわけで。

　──ここはセフレとしての役割をちゃんと果たさなくちゃだよね。

　正直言えば、あんなことをしたあとだけに直接会うのが気まずくはある。けれど会いたい気持ちのほうが大きくて。

「……わかりました。直接会って私の元気パワーを分けてあげます！」

『うん、ハハッ、楽しみにしてる』

　こうして、棚ぼたではあったが先輩との初デートが実現したのだった。




「──それじゃあここを出ようか」

「はい」

　──いよいよホテルに!?

　先輩はデートという言い方をしたものの、私と会うということはエッチをしようという誘いにほかならない。

　先輩をガッカリさせないよう、セフレの名に恥じないようにと一応インターネットで知識を仕入れてきた。

　実践不足は否めないが、何も知らないよりはマシだろう。

　今後の展開を予想してドキドキしつつ、高めの椅子から降りようと床に片足をついたところでバランスを崩す。

「おっと、危ない！」

　咄嗟に救いの手を差し伸べた先輩に、前から抱きつく格好になった。耳元で「大丈夫？」とたずねられ、私は無言でコクコクとうなずく。

　心拍数が急上昇する。真っ赤な顔に気づかれていなければいいけれど……。

「足元に気をつけて。それじゃあ行こうか」

　ナチュラルに背中に手を添えられて、更に顔が熱くなる。同時に脳裏に百合子先輩の顔がチラついた。

　──そういえば高校のときもこうやって彼女をエスコートしてたもんね。

　彼はいつも彼女の隣に寄り添って、そっと背中を支えていた。手慣れているのも納得だ。

　先輩に会えて嬉しい。けれど切ない。複雑な心境のまま隣を見上げたら、こちらを見下ろすアーモンド型の瞳と目が合った。

「んっ、どうした……あっ、ごめん！」

　慌てて距離を空けられて、背中から手のひらの温もりが離れていく。それを残念に思う自分がいた。

　──いやいや、そんなの贅沢だから！

　今日は私が先輩を励ますために来たのだ。落ち込んでいる場合じゃない。

「何を謝っているんですか。私はただ、先輩が相変わらず目立っているなって思ってただけですよ。横断歩道を渡ってくるときに、めちゃくちゃ後ご光こうが射してました」

「ぶはっ、後光って、なんだよ、それ」

　目を細めて白い歯を見せた。その笑顔が美しすぎて目に眩しい。至近距離でこれは反則だ。

「ほら、やっぱり後光が射してるし」

　不思議そうに首を傾げた先輩とカフェを出て、次の場所へと移動した。





　　＊＊＊






「──うわ〜っ、やっぱり紘人先輩、お上手です！　超美声！」

「ほめ殺し作戦か。よし、ここのドリンクバーを奢ってやろう」

「それは最初から料金に含まれてますから！」

「ハハッ」

　私たちは今、なぜかカラオケに来ている。

　あのままホテルに行くかと思いきや、『まずはカラオケでいい？』と言われた私は驚いた。

『えっ、どうしてカラオケ？』

『だって歌うのが好きだっただろう？　この前もアニメソングを口ずさんでいたし』

『そうですけど……』

　高校のときにも何度か文芸部のメンバーでカラオケに行ったことがあった。あの頃は百合子先輩にリクエストされるまま、彼は何曲もラブソングを歌っていたものだ。

　恋人に愛の歌を捧げる紘人先輩と、それを隣で聞きながら満足げに目を細める百合子先輩。二人の姿を羨ましく見ていた私は、その他大勢のモブだった。

　──そのモブがこうして紘人先輩の隣で美声を聞けているなんて、贅沢以外の何ものでもないよね。

　男女交際に疎い私にはよくわからないけれど、セフレでもホテルに行く前には、一応デートっぽいことをするものなのかもしれない。

　こうしてワンクッション置くことでお互いリラックスするとか、そういう効果があるのだろう、たぶん。

　そう考えてとりあえず先輩とのカラオケを楽しんでいる。

　先輩の美声は相変わらずだ。声優さんみたいな柔らかい声が耳に心地よく、私のほうが癒される。

　お得意のラブソングは封印しているらしい。また聞きたかったのにな……と思いつつ、それは言葉に出さず、私はアニメソングメドレーの予約を入れた。

　だって、先輩がラブソングを聞かせる相手は、決して私ではないのだから。




「──もうすぐ二時間経つな」

「ふふっ、これはかなりのストレス解消になりましたね」

　さんざん歌って食べて飲んで満足した私たちは、同時にソファーにもたれかかった。

　トンと肩がぶつかって、至近距離で見つめ合う。互いの瞳に情欲の色を認めた直後、自然に顔が近づいていく。気づけば唇が重なっていた。

　挿し入れられた舌を私の舌が迎え入れる。ピチャリと音を立てながら絡まった。

　触れられてもいない下半身が疼きだし、お腹の底に熱が生まれる。

　──もっと触れてほしい……。

　そう思った瞬間に唇が離された。

「ごめん……」

　気まずそうに言われて私の胸がズキンと痛む。

「セフレ相手にどうして謝るんですか。今日も抱いてくれるんですよね？」

「いや、俺は……」

　──どうして躊躇しているの？　だってそのために私と会ってくれたんでしょう？

「そうじゃないと、私たちが会う理由がないじゃないですか」

　思わず責めるような口調になった。

　先輩の目が泳ぐ。きっと迷っているのだろう。しかし彼は一つ瞬きをすると、覚悟を決めたように私を見据えた。

「ごめん、節操がないって思われるかもしれないけれど……本音を言うと、もう一度明里を抱きたい」

「だったら私も節操がないですね。今日はずっと先輩に抱いてほしいと思っていましたから」

「……行こう」

　向かった先はそこから近くのラブホテル。

　交代でシャワーを浴びて、あとからベッドに上がってきた先輩を私が押し倒した。

「ちょっ、おい！」

「大丈夫です。私、ちゃんと勉強してきたので」

　私は彼の脚のあいだに陣取ると、バスローブを脱いで全裸になった。続いて彼の腰紐をほどいてバスローブの前をはだける。

　天井を向いて雄々しく勃ち上がる屹立が目に飛び込んできた。

　驚く先輩を尻目に私はソレを片手で握る。ゆっくりと顔を近づけて、先端をペロリと舐めた。

「うあっ、明里っ、どうして……っ！」

「私がシたいからですよ」

　──先輩を喜ばせたいんです！

　先端の割れ目を舌先でくすぐったあとは、根元から裏筋を舐め上げる。しつこくねっとり、ゆっくりと。次は窪んだ部分に舌を這わせていく。

　インターネットに書かれていたテクニックを脳内で思い出しながら、彼の分身を攻め続けた。

「あっ……は……っ」

　先輩の洩らす声が甘くなる。私の行為で気持ちよくなってくれていると思うと、嬉しくて仕方がない。

　次は意を決して喉奥まで漲りを呑み込んだ。顔を動かして抽送を開始する。

「うあっ、もう……」

　彼の腰が揺れている。両手が私の髪を掻き乱す。

　──私の口でイってください！

　口を窄めてスピードを速めると、ほどなくして彼の呻きと共に口内に熱いものが放たれた。

　出し切るのを待ってゴクンと飲み込むと、身体中が達成感で満たされる。

「先輩、ちゃんと気持ちよくなれましたか？」

　股のあいだから見上げれば、色っぽく潤んだ瞳と目が合った。私の下半身が切なくなる。早く彼に触れてほしい。

「先輩、来て」

「明里、君は……」

　力強く抱き寄せられて首筋にキスされた。すぐに体勢が入れ替わり、今度は彼の唇が全身に降り注ぐ。

　舌と指でイカされたところで彼自身が挿入ってきた。二度目でも凄い圧迫感。私は先輩以外を知らないけれど、かなり大きくて立派だと思う。太い剛直でナカを何度も掻き回されて、私はジワジワと痺れるように絶頂を迎えた。

「──明里、大丈夫だったか？」

　紘人先輩は達してすぐに心配そうに、私の顔を覗き込む。

　今日も紘人先輩は遠慮がちだった。決して乱暴にはせず、ゆっくり優しく全身を愛してくれる。

　私は気持ちよかったけれど、先輩が満足できているのか心配だ。

　──先輩、私は百合子先輩と違って病弱じゃないんですよ。

　私は先輩の首に両腕を巻き付けると、グイと力いっぱい引き寄せた。

　キスをしてから彼の耳元に口を寄せ、そっと囁いてみせる。

「先輩、私は大丈夫です。だから激しくしてください」

「明里……」

　先輩の瞳に熱が灯る。彼がゴクリと唾を飲むのが見えた。

「もっといっぱい……してください」

「明里……っ！」

　先輩が上体を起こして避妊具を付け替える。いきなり片脚を肩に担がれたかと思うと、熱い屹立が挿し込まれた。

「あっ！」

　パンッ！　と恥骨がぶつかった。勢いよく突き上げられ、そのまま最奥をガツガツと叩かれる。

「やっ、ああーーっ！」

　こんな衝撃ははじめてだ。さっきまでの穏やかで丁寧な行為とは違う、荒々しくて情熱的な交わり。

　さっき達したばかりのソコは、グチュグチュといやらしい音を立てながら、なお喜びの液を溢れさせる。

　苦しいのに気持ちよくて、声を抑えることができない。

「あっ、ああっ、先輩、先輩……っ！」

「は……っ、凄い締め付けだ。ちゃんと感じてるね」

「あんっ！　そこっ、感じすぎちゃうから……っ」

「ここ？」

「やぁっ！」

　敏感なポイントをカリで執拗に引っ掻かれる。私の腰が跳ね、背中が弓反りになる。

　一気に抽送が速められた。全身の血液が沸騰する。

　そこからはもう無我夢中で、先輩に与えられる快楽に身を委ね、ただひたすら嬌声をあげ続けていた。




「──明里、クリスマスの予定は？　仕事？」

　同時に果てて呼吸が落ち着いた頃、紘人先輩に問いかけられた。

　今年のクリスマスイブは土曜日だ。世の恋人たちにとっては最高の週末になることだろう。

　私は脳内でクリスマス前後の勤務表を思い浮かべてみる。二十三日が日勤で、二十四日が夜勤。二十五日が夜勤明けだ。

「だったら金曜日の夜から翌日明里が夜勤に行くまでのあいだ、一緒に過ごさないか？　できるなら日曜日のクリスマス当日も会いたいな。明里は夜勤明けで疲れてるだろうから、俺のアパートでのんびりと……」

「駄目ですよ」

「えっ」

　いきなり言葉を遮られ、先輩の表情が強張った。

「その日は駄目です。だってクリスマスは……なんだか特別じゃないですか」

　さすがの私もそこまで図々しくはなりきれない。だってクリスマスは恋人たちにとって特別な日だと思うから。

　──とっくに裏切っているくせに、今さら何をと自分でも思うけれど……。

　もしかしたら、クリスマスになったら百合子先輩から仲直りの電話がかかってくるかもしれない。そのときに私がそばにいれば、紘人先輩に気を遣わせてしまう。

「でも、二十三日にエッチだけして帰りたいです。それじゃ駄目ですか？」

「……明里がそのほうがいいのなら」

「やった！　ありがとうございます」

　複雑そうな顔をする先輩に、私は大げさにはしゃいでみせた。

　その後、私は二十三日の夜を紘人先輩の部屋で過ごし、日付が変わる前にそそくさと帰ったのだった。




　二十五日のクリスマス当日は夜勤明けで、一緒に勤務していたぐっちゃんと駅まで歩く。

　彼女はこれからデートの予定が入っている。この前の合コンで幹事をしていた城しろ田たさんといい雰囲気らしく、今日はディナーに誘われているのだ。

「クリスマスに誘ってくるっていうことは、告白されるんじゃないの？」

「明里もそう思う？　私もちょっと期待してるんだよね」

　笑顔の彼女と途中で別れ、自分のアパートに帰ろうとホームに立ったそのとき。コートのポケットからメールの着信音がして、私はスマホを取り出した。

『明里、会いたい』

　──紘人先輩……。

　私は電車を待つ列から抜けると、柱の影で電話をかける。

「紘人先輩、どうしたんですか？」

『……明里ごめん、二十五日は駄目だって言われていたのに、寂しくて、つい……』

「百合子先輩は？　彼女から連絡は来なかったんですか？」

『そんなもの来てないよ。俺は明里に会いたいんだ』

　それを聞いた途端、なんだか泣きたい気分になる。

「すぐに行きますから！」

　いてもたってもいられずに、すぐさま反対側の電車に飛び乗った。

　アパートのチャイムを鳴らすと、直後にドアが開いて抱き寄せられる。玄関で靴も脱がずにキスをした。

「あっ！」

　お姫様抱っこで寝室に運ばれて、手早く服を脱がされる。胸を鷲掴みして乳輪を丹念に舐められた。先端を器用に舌で転がされる。それだけで背筋をゾクゾクと快感が走り、私の蜜口は愛液を溢れさせた。

「ここ、もうトロトロになってる」

　先輩の人差し指がナカに触れると、クチュと隠微な音がする。抜き差ししながら合間に蕾も擦られて、やけに甘ったるい声が出た。

「あっ、あんっ……先輩、気持ちい……です」

「よかった。イってもいいんだよ」

「嫌っ、先輩と、一緒が……いい」

　だって今日はクリスマスで、恋人同士が過ごす日で。けれどここには恋人のはずの百合子先輩の姿がなくて……。

「私が、先輩を、気持ちよくしますから」

　──百合子先輩の代わりに私が慰めるから。だからどうか、寂しいだなんて思わないで！

　体勢を入れ替えて私が先輩の腰のあたりで膝立ちになる。

「先輩は何もしないでください」

　目を見開く先輩に微笑みかけて、ゴムを被った彼の屹立を握りしめた。

　はじめてだからちょっと怖い。けれど先輩に喜んでほしいから……。

「は……っ、明里……」

　ゆっくりと腰を落とすと先輩が吐息を洩らす。

　ツプッと先端が入ったところで思い切って体重をかけた。

「うあっ！」

「あっ、ああーーっ！」

　カチカチの先端が子宮口に当たる。ズンッ！　とぶつかって脳天が揺れた。

　こんな衝撃はじめてだ。強い刺激と気持ちよさが同時に襲って動けない。

　そのままじっと快感を逃していると、先輩の両手で腰を抱えられた。いきなり下から突き上げられて、喉を晒して嬌声をあげる。

「やっ、あーーっ！　駄目っ、先輩は動いちゃ……っ」

「こんなの……じっとしていられるか！」

　連続で腰を打ちつけられる。ズンッ！　ズンッ！　と何度も強い衝撃が襲い、私は先輩に跨ったままなす術もない。

「ああっ、凄い、イっちゃう、もうイっちゃうからっ！」

「イけよっ！」

「あっ、あっ、もうっ……イクっ！」

　私は大きく背中を反らすと、叫び声をあげながら絶頂を迎えた。全身の力が抜けて、先輩の胸に倒れ込む。

「明里ごめん、もう少し頑張って」

　ぐったりした私を横たえると、先輩が正常位で挿入ってくる。いきなり全速力で抽送を開始した。

「やっ、ああっ！　もうっ、駄目っ！」

　イったばかりの私には刺激が強すぎる。けれど先輩は無我夢中で腰を振り続けている。ベッドの軋む音が室内に響く。

「……っは、明里、気持ちいい」

「あ……っ、あっ」

　スピードがアップするのに比例して、私の快感も増してきた。徐々に甘い疼きが湧いてきて、鼻にかかった声が出る。

「あっ、いい……っ、あんっ、また、イっちゃいそう」

「うあっ！　明里、そんなに締め付けたら……」

「先輩、もう、もう……っ」

「俺も一緒に……イク……っ！」

　同時に腰を跳ねさせて、キツく互いを抱きしめ合った。

「は……っ、最高」

　先輩の呟きに、私は心底ほっとする。

　彼が満足してくれて、本当によかったと思う。

　──先輩、少しは寂しさが紛れましたか？

　百合子先輩の身代わりだとしても、私を呼んでくれてありがとうございました。

　私、本当はクリスマスに先輩と過ごしたかったんです……。

　そう伝えたかったのに、安心した途端私の意識は遠のいて、白い光の中に吸い込まれてしまった。
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　ガランガランと鈴を揺らし、お賽銭を投げ入れてから、柏かしわ手でを打ってお辞儀した。同時に頭を上げると、顔を見合わせて列の先頭から離れる。

「何をお願いした？」

「えっ、内緒ですよ。言ったら叶わないじゃないですか」

「あっ、そうか」

　紘人先輩がハハッと笑って、「甘酒をもらいに行こう」と私の手を引いた。

　新年を迎えたばかりの神社は人で溢れかえっている。




　先輩に元旦の朝から一緒に過ごそうと誘われたとき、私は迷わずうなずいた。だってクリスマスのときみたいに先輩を一人にしたくない。もう二度と『寂しい』なんて言わせたくなかったから。

　──せめてセフレでいるあいだだけは、できる限り一緒にいよう。

　あのクリスマスの日にそう決めた。

「これから俺の部屋に来るだろう？」

　鳥居をくぐって出たところで、先輩からアパートに誘われた。

「だけど明日は日勤なんです」

「また俺の部屋から通えばいいじゃないか。着替えなら、この前置いていったのがあるし」

「……それじゃ、そうしようかな」

　満面の笑みの先輩に手を握られて歩きだす。

　ここ数日は、平日でも先輩のアパートに泊まるようになっている。

　──先輩、私、神様に『一日でも長く先輩と一緒にいられますように』ってお願いしたんですよ。セフレなのに贅沢かな。こんな願い事をしたら神様に叱られるかな……。

　けれど裏切り者の私は、地獄に落ちるに決まっている。

　どうせ落ちるのなら、ギリギリまで紘人先輩のそばで幸せを感じていたいと思う。




　紘人先輩の部屋で抱き合って、ベッドでまどろんでいたらスマホが鳴った。

　私のではない。紘人先輩のだ。

　瞬間的に壁の時計を見る。午後二時。「ああ……」と思った。ニューヨークは午前零時。ちょうど新年を迎えたばかりの時間だ。

　紘人先輩と目が合うと、彼が躊躇しているのが見て取れた。先輩にも電話の相手が誰かわかっているのだろう。

「先輩、出たほうがいいですよ」

　彼がスマホを手に取り画面に触れる。

　見たくないし聞きたくない。私は布団を被って反対側を向く。そのくせ聴覚だけは研ぎ澄まされて、電話の内容に耳をすませていた。

「ああ、ハッピーニューイヤー。……うん……うん。わかった。そのときにちゃんと話そう。ああ、俺が会いに行く」

　電話が切れて、うしろでゴソリと音がする。布団の上から抱きしめられて、耳元で彼の声がした。

「百合子の帰国日が決まった。二月の第三週に、大阪に到着するらしい」

　彼女は有名なアメリカ人歌手のコンサートツアーに、バックダンサーとして参加する予定なのだそうだ。火曜日に大阪、金土の二日間に東京で公演をして、そのあとすぐに次の国に移動するのだという。

「……ほかに何か言っていましたか？」

　布団を被ったままたずねると、うしろで「いや」と先輩が答えた。

「日程を知らせてきただけだ。時間ができたら連絡するって」

「……そうですか」

　なんて言葉をかければいいのかわからない。私は先輩の顔を見るのが怖くて、振り返ることもできなかった。

　──百合子先輩は、紘人先輩のことをどう思っているんだろう。

　浮気しておいて一言の謝りもなく、久しぶりに寄越した電話もすぐに切れた。

　こんなに素敵な恋人がいるのに、どうして大切にしないのだろう。彼を失う可能性とかフラれる恐怖を感じたりはしないのだろうか。

　──いや、ないか。

　だからこそ安心しきってあんなことをしてしまったのだろうから。

　──それでも、私と紘人先輩がこんなふうに会っていると知ったら、卒倒するに違いないけれど……。

　しかしこの関係も、彼女に知られることのないままもうすぐ終わるのだ。

　──神様にお願いしても無駄だったな……。

　私はゆっくり深呼吸をしてから振り向いた。

「そうか〜、百合子先輩、凱旋帰国ですね。テレビに出たりするのかな。紘人先輩、鼻高々じゃないですか！」

「明里、そのことだけど……」

「それじゃあ、私たちがこうして会えるのも、あとほんの少しですね。先輩とのエッチを堪能しておかないと」

「……明里は俺とのエッチが好きなの？」

「好きですよ。これでもう、本当に彼氏ができても怖くないです。先輩には感謝しないとですね」

「そうか……」

「だからもっと抱いてください」

　──少しでも沢山の思い出がほしいから。
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　二月の第二週、土曜日の午後。

　先輩のアパートでハンバーグ用のひき肉を捏ねながら、私は必死で頭をひねっていた。

　こういうシチュエーションにぴったりの言葉があったような気がするのだが、どうにも思い出せないのだ。

　──何だったっけ。あの絵画の名前……。

「ああ、そうだ、ダ・ヴィンチ！」

　今日は『最後の晩餐』ならぬ『最後のエッチ』だ。我ながら上手いことを言ったな……と一人でほくそ笑んでいたら、ドアが開いて紘人先輩が帰ってきた。

　コンビニのビニール袋からスライスチーズを取り出しながら、「何か面白いことでもあった？　顔がニヤけてるけど」と首を傾げている。

「ふふっ、何でもないで〜す。コンビニが近所でよかったですね」

　今日は紘人先輩と過ごす最後の日だ。

　明日の夕方、百合子先輩が大阪に到着する。東京に来るのは来週の水曜日なのだが、彼女が同じ日本にいるというのに、のうのうと紘人先輩と会い続ける勇気はない。

　最後の晩餐……と言ってもお昼だけれど、今日のメニューはハンバーグとサラダと野菜スープ。今までは外食やコンビニ弁当ばかりだったので、はじめて手料理を披露することになる。

　彼女でもないのに勝手にキッチンを使うのが申し訳なくて避けていたのだが、これが最初で最後なので許してほしい。

「それにしても、先輩はチーズハンバーグ派だったんですね」

　私がハンバーグの材料持参でここに来たら、先輩が『チーズが無い！』と言い出した。そこで自己責任で買い出しに行ってもらったのだ。

「そう、俺はチーズ・イン派だから覚えて……」

　そこまで言って先輩が言葉を切った。

　──そうですよ。覚えたって意味がないんです。今日が『最後の晩餐』ですからね。

「あっ、スライスチーズは半分に切って折り畳んでおいてください。先輩がチーズ担当ですよ！」

「あっ、ああ……」

　結局先輩もひき肉を丸めたがって、大きさがバラバラなハンバーグ達ができあがった。

　せっかくだからとお互いが丸めたハンバーグを食べあうことにする。

「うわっ、明里のハンバーグ、マジで美う味まい！　俺が作ったやつも早く食べてよ」

「タネが一緒だから味は同じですって」

「俺の愛情が篭ってるから絶対に美味しいって。いいから早く！」

「はいはい……うん、美味しい！」

　最後の日には笑顔でお別れしたい。約束したわけではないけれど、どうやら先輩も同じ気持ちでいてくれるらしい。いつも以上にテンションが高めだ。

　冗談を言いながら食事をして、食器を洗ってからシャワーを浴びに行く。なぜか先輩もうしろからついてきた。

「俺も一緒にシャワーを浴びる。いいだろう？」

　私の返事を待たずに、さっさと脱衣所で服を脱ぎ始める。

「ふふっ、いいですよ。最後は先輩がしたいことをぜんぶしましょうよ」

「……明里がしたいことは？　俺に望むことはないの？」

「だったら……身体中にいっぱい痕をつけてほしいです」

　──ずっと消えないくらい、深く濃く……。

「明里……っ！」

　脱ぎかけの下着を彼に乱暴に剥ぎ取られる。全裸になると身体を持ち上げて洗面台に座らされた。先輩が洗面台の前で膝立ちになって私を見上げる。

「片膝を立てて。いや、自分で両脚を持って開いて。もっと大きく」

　言われるままに脚を抱えて左右に開き、待ち構える彼の眼前に秘部を晒す。彼が内股に吸い付くと鈍い痛みと共に赤紫の痕がついた。

「先輩、嬉しい」

「これだけでもう感じたの？　エッチな液が溢れてる」

「もっといっぱいつけてほしいです」

「ああ、でもその前に舐めさせて」

　先輩の両手が花弁を大きく開く。中心にピチャピチャと舌が這わされると、私の背中が快感で震えた。脚から手を離しそうになると、くぐもった声で「駄目だよ」と叱られた。

「しっかり脚を持って股を開いて。俺の舌でイク瞬間をちゃんと見ておきたい」

　言うが早いか指の腹で蕾をクルクルと撫でられて、ピンクの尖りが剥き出しになった。チューーッと強く吸い上げられて、喉を晒して嬌声をあげる。

「やっ、駄目っ、強すぎる……っ！」

　つま先を丸めて必死に快感を逃そうとするも、彼の追撃は容赦ない。蜜口に生温かい舌がねじ込まれ、内壁がゾワリと疼く。同時に人差し指で剥き出しの蕾をフルフルと揺らされたり爪で引っ掻かれたりした。

「あんっ、ああっ、凄いっ、気持ちい……っ」

「クリがプックリしてきた。口でイきたい？　ナカも擦る？」

「どっちでも……先輩、早く、お願い！」

　口でも指でも構わない。火山が溜まったマグマを噴き出すように、私もただ快感を吐き出したいだけだ。

「わかった」

　先輩が舌の代わりに二本の指での抽送を開始した。グチョグチョと泡立つような音が辺りに響く。蕾を唇で挟み込み、舌先でチロチロと先端を刺激される。

「んっ、あ……っ、いいっ、先輩……気持ちいいっ」

　次第に舌の動きが大胆になって、蕾をペロペロ舐めながら、指の抜き差しを激しくしていく。

　子宮のあたりからジワジワと熱くなり、快感が出口を求めて這い上がる。

「あっ、あっ……もう……っ」

「イク？」

「イクっ……イっちゃう……っ！」

　最後はじっとしていられずに、脚から手を離して洗面台にうしろ手をついた。目の前で白い光がパンッ！　と弾ける。

「凄いな……明里のココがヒクヒクしてる」

　朦朧としたまま見下ろせば、達した直後の秘部を先輩が凝視している。こんなに至近距離で見られるのは恥ずかしい。けれど彼の恍惚とした表情を見ていると、紘人先輩になら私の丸ごとぜんぶ捧げてもいいと思えるのだ。

「……ゴムを取ってくる。先に入っていて」

　先輩は私を洗面台から下ろして浴室に向かわせると、自身は避妊具を取りに寝室に戻った。

　そのあいだに私はシャワーで身体を洗い流す。

　しばらくするとドアが開き、うしろから両腕で抱きしめられる。

「二個持ってきた。ここで二回シてからベッドでも挿れる」

　先輩はそう囁いてシャワーを止めた。私の肩に大量のボディソープが垂らされる。それは先輩の手のひらで腕に、胸に、お腹に広げられていく。

「あっ、ん……っ」

「乳首が勃ってる。つねってもいい？」

　耳朶を甘噛みしながら問いかけられて、私がコクコクうなずいた。左手で胸をやわやわと揉み上げてから二本の指で先端をキュッとつままれる。

「あんっ！」

「痛い？」

「大丈夫……です」

「そうだよな、だってココがグチョグチョに濡れてるし」

　言いながら右手の指が隘路を乱暴に掻き回す。溢れ出た愛液が太ももを伝って落ちていく。同時に硬い物体が私のお尻の谷間を往復する。生温かいそれが彼の屹立だと気づいた直後、彼がピタリと動きを止めた。

「バックの体勢で挿れたい。いい？」

　──バック？

　それはすなわちうしろから挿入するという意味なのだろう。はじめてなので怖いけど、それよりも今は一刻も早く先輩と繋がりたい。

「いいです。先輩、きて」

「脚を開いて壁に両手をついて。腰を突き出して。もっと高く」

　羞恥に耐えてお尻を高く突き出したその直後、蜜口にゴムを被った先端が充てがわれる。あっと思った瞬間に、最奥めがけて突き刺された。

「あっ、ああーーっ！」

　両手で腰を掴まれて、容赦なく恥骨をぶつけられる。私の腰が震え、パンパンッ！　と大きな音が浴室に響き渡る。

「……っは、明里のナカ、気持ちいい……っ」

　先輩の掠れた吐息が聞こえる。彼を満足させられていることが嬉しくて、別れの時間が近づいているのが悲しくて。

　私は彼をもっと刻みつけたくて、必死で腰を動かした。

「明里、いいよ、もっと動いて」

「あっ、いいっ！　先輩、凄い、ああっ！」

　二人のリズムが重なって、スピードも快感も急加速していく。膝が震えて限界を迎えようとしたそのとき、先輩が背後で低い呻きを洩らす。

「うあっ……明里……好きだっ！」

　二人同時に腰を跳ねさせ動きを止める。私のナカで彼の分身がビクンビクンと拍動を繰り返した。

　お腹の奥がじわりと熱くなり、私の目頭も熱くなる。

　──先輩、だから迂う闊かつに好きだなんて言っちゃ駄目ですって。

　立ちバックはいつもと当たる角度が変わって新鮮だ。それに何より、泣き顔を見られずに済むところがいいと思う。

「先輩、気持ちよかったです。このままもう一回、シましょうよ」

「明里……っ！」

　いつも以上に私は乱れ、大胆に腰を振り、声が嗄れるほど嬌声をあげ続けた。

　ベッドに移動してまた繋がって。窓の外が茜色に染まった頃に、今度は私一人でシャワーを浴びる。

　バスタオルで身体を拭きつつ鏡を見ると、首筋や鎖骨、胸や肩に花びらみたいな痕がついていた。

　──先輩、願いを叶えてくれてありがとうございました。

　今が長袖の時期でよかったな……などと考えながら、髪を乾かし服を着る。

　寝室に戻ると、寝ていたはずの先輩がルームウェアを着てベッドに腰掛けていた。

「……もう帰るの？」

「はい、帰ります」

「俺たちのこと、ちゃんと話し合わないか？」

　真剣な表情で見上げられ、私の中の決意が鈍る。

　──駄目だ、私が揺らげば紘人先輩を板挟みにしてしまう。

　先輩の優しさに甘えてはいけないと思う。

「駄目ですよ。紘人先輩が話をしなきゃいけないのは百合子先輩です。どうして浮気なんかしたのか、ちゃんと理由を聞いて、早く仲直りしてくださいね」

「君は……明里は、そうしてほしいと思ってるの？」

「……思ってますよ。私と寝たことを気にしてるなら、あんなの気分転換の一環だと思って綺麗さっぱり忘れちゃってください」

　ここで泣いたりなんかしたくない。私は彼から目を逸らすと、今までの着替えや歯ブラシが詰まったボストンバッグを抱えて玄関に向かう。

「短いあいだでしたが、楽しかったです。ありがとうございました」

　廊下までついてきた先輩にお辞儀をすると、最後に作り笑顔のままドアを開けた。

　──先輩、大好きでした。さようなら。百合子先輩とお幸せに。

　涙声になりそうだから言えなかったけれど、二人の幸せを心から願っています。

　心の中で呟きながら外階段を駆け下りて、思い出のアパートをあとにした。そのとき。

「明里っ！」

　大きな声で名前を呼ばれて振り返る。

　二階の通路の手すりから身を乗り出している、紘人先輩の姿が見えた。

　──先輩、見送ってくれてありがとう。

　私は頭の上で大きく両手を振ると、今までで最高の笑顔を浮かべてみせる。

「せんぱ～い！　素敵な思い出をありがとうございました！　百合子先輩とお幸せに～！」

　遠くから先輩が大声で叫ぶ。

「なあ、俺はいつまで経っても百合子とワンセット？　俺だけだったらどうなの？　この二ヶ月半、君は……」

　──先輩、私に同情なんてしちゃ駄目ですよ。それ以上優しくされたら私は……。

　私は先輩の姿を目に焼き付けると、アパートに背を向け歩きだす。

「先輩、好き。大好き……」

　ここまで遠ければ、私が泣いていることにも気づかれないだろう。

　私は肩を震わせながら、片手で頬の涙を拭う。そのまま頭の上で右手をブンブン振りながら、夕陽に向かって「先輩、さようなら」と呟いた。





　　＊＊＊






「星野さん、外線から電話が入ってる」

　木曜日、病棟で点滴の準備をしていたら、電話をとった同僚から名前を呼ばれた。

　わざわざ職場に電話をしてくるなんて、緊急以外に考えられない。家族に何かあったのかと、慌てて受話器を手に取った。

『もしもし、明里ちゃん？』

　──えっ……。

　鈴のように澄んだ声。名前をちゃん付けで呼んでくるその人を、私は誰だか知っている。

「百合子先輩……」

『仕事中にごめんなさいね。昔の仲間に聞いたら、あなたの職場しかわからなくて。会いたいんだけど、何時なら大丈夫？』

　軽い口調ながらも有無を言わせぬ圧力を感じる。彼女は知っているのだ……と直感した。

「五時……遅くても五時半には出られると思います」

『わかった。楽しみにしてる』

　午後六時に彼女が指定した喫茶店で会う約束をして電話を切った。

　心臓がバクバクと早鐘を打つ。

　──どうして気づいたの!?

　誰かに紘人先輩といるところを見られていたのだろうか。いや、共通の知人が見たのなら、先輩後輩の間柄で納得するはずだ。

　──紘人先輩がバラした？

　あるとしたらその可能性が一番高い。優しい紘人先輩のことだ、罪の意識に耐えきれず百合子先輩に洗いざらい話してしまったのかもしれない。

　いずれにせよ、責められる覚悟はしておいたほうがいいだろう。私はそれだけのことをしたのだから……。

　日勤の業務を終えると病院を飛び出して、待ち合わせの喫茶店へと向かう。

　百合子先輩は奥のほうのボックス席で、一人コーヒーを飲んでいた。私に気づくと笑顔で手招きする。

「……お待たせしました」

「いいのいいの、急に呼び出したのは私のほうなんだし」

　席に着くよう促され、私は向かい側のシートに座る。

　しばらくは仕事のことや当たり障りのない会話を続けていたが、私が注文したミルクティーが届くのを待って、先輩が姿勢を正した。

「紘人から聞いた」

　──ああ、やっぱり……。

「すみませんでした」

　百合子先輩は穏やかな笑顔を浮かべて、首をゆっくり横に振る。

「謝るのは私たち。私が紘人に寂しい思いをさせていたせいで、あなたに手を出しちゃったんだと思う。私たちのほうこそごめんなさいね」

　──私たち……。

　ということは、二人のあいだでは話し合って解決したということなのだろう。

「ねえ、紘人のことをいつから好きだったの？」

　答えにくい質問に言葉を詰まらせていると、「気にしないから正直に言ってよ」と詰められる。

「高校の頃から、ずっとです」

　彼女の眉がピクッと動く。一瞬表情が険しくなった気がしたけれど、コーヒーを一口飲んでカップをソーサーに置くときには、元の穏やかな表情に戻っていた。

「残念だな……」

「はい？」

「あなたはね、明里ちゃんを後輩として可愛がっていた先輩としての私も、紘人の恋人としての私も裏切ったの。わかる？」

「……はい、申し訳ありません」

　この会話は近くの客にも聞こえていることだろう。けれど、百合子先輩の厳しい言葉もこの恥ずかしさも、すべて私がしたことへの報いだ。

　言いたいことは山ほどある。

　だったらなぜ紘人先輩を裏切ったんですか？

　あんなに大切にされながら、どうして浮気なんてしたんですか？

　あの日、紘人先輩があんなに苦しそうな表か情おをしていなければ……昔みたいに明るい笑顔で『俺たちは今もラブラブだよ』、『しあわせだよ』って言ってくれたなら……私だってセフレだなんて言い出したりしなかったのに！

　けれど私は絶対に弁解すまいと決めていた。

　それでも紘人先輩の恋人は百合子先輩なのだ。それをわかっていながら誘った時点で弁解の余地はない。

「明里ちゃん、私がいないあいだの紘人の慰め役、ありがとう」

　百合子先輩はレシートを手にして立ち上がる。

「……ごめんね。それでも紘人は私のだから」

「はい、わかっています」

「わかっている……ね」

「やっぱり紘人先輩の隣には、百合子先輩がお似合いです。本当にすみませんでした」

　私が頭を下げると彼女は黙って立ち去った。

　私はテーブルを見つめたまま唇を噛んで涙をこらえる。

　──大丈夫、こんなの最初からわかってたことだし。

　ほんの二ヶ月半だけでも恋人気分を味わえた、それでもう十分だし。

　胸の痛みはその代償だ。この幸せで苦しい初恋の思い出を、私は一生抱えて生きていこう。







３、俺と彼女とあの子について ｓｉｄｅ紘人








　昨年の十月、百合子が一週間だけ日本に帰国した。こっちでコマーシャルの撮影をするためだ。

　彼女はニューヨークでプロのダンサーをしており、あちこちのオーディションを受けては、ミュージカルの端役やショーのバックダンサーなど、活動の場を広げてきた。

　二年前にアメリカのダンスオーディション番組でファイナリストに残ったことから、一躍日本でも名が知られるようになり、今回のコマーシャル起用に至ったらしい。

　忙しいなか、唯一のオフ日に彼女の実家で両家の親も揃って食事を済ませ、そのあと俺のアパートで久しぶりに抱き合った。

　情事のあと、俺がベッドでウトウトしていると百合子の電話が鳴った。すぐに彼女が英語で話しだす。どうやら相手はアメリカにいる知人らしい。

　──これって……。

　俺は眠ったフリを続けて会話に耳をすませ、百合子が電話を切ったところで話しかけた。

「今の、誰？」

「あら、起きてたの？」

「電話をしてただろ？　相手は誰なんだ」

　彼女はスマホを枕の横に置くと、特に慌てる様子もなく、長い髪を気だるげにかき上げる。

「ああ、ルームメイト。私がいないと退屈だって。ほんの一週間なのにね。彼女、寂しがりやなのよ」

　ニューヨークの中でもマンハッタンは家賃がバカ高いため、ルームシェアは珍しいことではない。百合子はダンススクール時代から二回引っ越しをしているが、すべてルームシェアだ。今の同居人は、二年前にオーディションで知り合った女友達だと聞いていた。

「仲がいいんだね」

「まあね、一緒にいて気を使わなくていいし、ルームメイトには恵まれたと思う」

「それ、『彼女』じゃなくて『彼』なんじゃないの？」

「えっ？」

　俺は身体を起こして百合子に向き直ると、たった今聞いたばかりの会話を日本語で暗唱してみせる。

「『たった一週間離れてるだけなのに、もう一人寝が寂しいの？　私が帰るまでは自分で慰めときなさいよ』……俺の目の前で、よく平気でそんな会話ができるね。ルームシェアの相手が男だなんていうのも聞いてなかった」

「紘人、あなた、英語なんて……」

「ああ、苦手だったよ。だけど今度会いに行ったときに驚かせたくて、四年前から英会話を習い始めたんだ」

　百合子は俺がニューヨークまで会いに行くのを好まない。ダンスの練習やオーディションに集中したいし、観光案内に時間を割きたくないというのが理由らしい。

　俺は観光なんかしなくても百合子の顔を見られるだけで満足なのだが、彼女に言わせると、まったく構わないわけにはいかないし落ち着かないのだという。

　それでも渋る彼女を説き伏せて、四年前に一度だけ会いに行ったことがある。日常英会話ぐらいはどうにかなるかと思っていたら、ホテルのフロントとのやり取りにも四苦八苦した。そのときの経験からすぐに英会話を習い始めたのだ。

「お陰様で、知っている単語を繋げて大抵の意味くらいは理解できるようになったよ。なんだよ、ペラペラ早口で会話してれば俺が聞き取れないだろうと思ってた？　だから何を言っても構わないって？」

　途端に百合子が眉間に皺を寄せる。

「やだ……わかっててわざわざ聞いたわけ？　ずいぶんと意地が悪いのね。不快だわ」

「不快って……意地が悪いって、裏切ったのはそっちだろう？　男と同じ部屋に住んで浮気して、悪いとは思わないのか！」

「知り合ったとき、彼はゲイだったの！　男にしか興味がないからそういう関係になる心配はないと思ってた」

　同居相手が男だと正直に言えば、俺が反対して面倒なことになる。だからからわざわざ言う必要がないと思って黙っていたのだという。

「紘人を不安にさせたくなかっただけで、騙したわけじゃない。本当よ、嘘じゃない」

「だけど実際に寝てるじゃないか！」

　そんなの反対するに決まっている。何が俺のためだ、そんなの詭弁だ。実際俺に隠れてそいつと寝て、国際電話でイチャついていたじゃないか。こんなの裏切り以外の何ものでもない。

「それは……ゲイのはずだったのに、なんか流れでヤっちゃって……。ダンスのあとって興奮してて、熱を発散させたくなるのよ！　彼自身も、自分がバイだったなんてそのときまで気づいていなかったし」

「百合子、俺はゲイとかバイとかそんなことを問題にしてるんじゃない。君がアメリカで浮気していながら何食わぬ顔で帰って来て、こうして平気な顔で俺と寝られたことが信じられないって言ってるんだ」

「だから浮気じゃないって！　お互い恋愛感情はないし、彼にはちゃんとステディな相手がいるの。ただちょっと、スキンシップの延長みたいなもので……」

　それでも俺の表情が険しいままなのを見て、彼女はとうとう開き直ったらしい。斜めの方向を見ながらため息をつくと、「激しいセックスをしてみたかったの」と言い放った。

　──激しい……セックス!?

　開いた口が塞がらないとは、まさしくこういうことを言うのだろう。俺は百合子の言葉の意味が飲み込めず、しばらく口を半開きにしたまま茫然としてしまった。

　そんな俺を前に、彼女は悪びれもせず言葉を重ねる。

「紘人は優しいけれど、それだけじゃ物足りないの」

　激しく求めてほしいし、我を忘れるくらい情熱的に抱いてほしい。家族や幼馴染としての慈しみではなく、女として求めてほしいとずっと思っていた……と。

「同居人はそれを叶えてくれただけ。二人で飲んでるときにちょっと愚痴ったら、だったら激しいセックスをしてみようかって」

「激しいって……百合子、おまえそんなことして身体は大丈夫だったのか!?　また発作が起こったりしたらどうするつもりだったんだ。その男はおまえの持病を知っているのか？　無茶をしたんじゃないだろうな！」




　百合子は幼い頃から喘息で苦労をしてきている。

　彼女の母親は、同居していた姑から百合子の病気のことで責められ続け、自分をまったく庇おうとしない夫と離婚した。そして百合子を連れて引っ越してきた先が、俺が両親と住んでいたアパートの下の階だった。俺と百合子が小三のときだ。

　俺達が小学校の同じ登校班で、クラスも一緒になったこともあり、すぐに母親同士が交流を持つようになった。

　百合子の母親は生命保険の外交員で、顧客に呼ばれれば夜遅い時間でも出かけていく。

　そんなときは我が家で百合子を預かることになっていて、俺と百合子はまるで兄妹みたいに、家族のように育てられることとなる。

『紘人、男の子のあなたが、しっかり百合子ちゃんを守ってあげなきゃ駄目よ』

　母親に繰り返し言われた言葉は俺の信念となり、そのうちに人生の一部となった。

　──俺が百合子の騎士ナイトになって、一生守り続ける！

　まだ何の力も持たない小三のガキだったくせに、それでもあのとき、俺は幼い自分にそう誓ったんだ。




　百合子は気管支が弱くて、しょっちゅう喘息の発作を起こしていた。

　特に空気が冷たく乾いた冬のあいだは最悪で、ちょっと咳が出てると思ったら、あっという間にヒューヒューと喉を鳴らし始める。そのうちに真っ青な顔をして苦しがり、その場でうずくまって動けなくなるのだ。

　痰の絡んだ喉をゼイゼイいわせ、酸素の足りない胸を激しく掻きむしる。そんな壮絶な様子を目の前に、小さな俺はあまりにも無力だった。

　彼女が今にも呼吸を止めてしまうんじゃないか、このまま生きることを放棄してしまうんじゃないかと、怖くて泣きだしたくなって。だけど唇を噛み締めながら、必死で彼女の背中をさすり続けるしかなくて……。

　最初のうちはビックリして毎度自分の母親を呼びにいっていた俺も、月日を重ねるうちに処置の仕方を覚えた。そのうちに症状ごとの吸入液の違いやネブライザーの使い方まですっかり覚え、発作がひどくなる前に対処できるようになっていたのだった。

　百合子の成長に伴い症状は軽くなっていったけれど、彼女の気管支が弱いのは相変わらずだ。

　医師から適度な運動をしたほうがいいと言われて地元のバレエクラスに通い始め、高校からはダンス部に所属した。

　皆の前では平気そうにしているけれど、家に帰ってから「胸が苦しい」とか「息がしずらい」などと言って横になっていたのを俺は知っている。

　そんなふうに俺は百合子が苦しむ姿をさんざん見てきたし、あの頃のことは今も俺の脳裏に深い恐怖として焼き付いたままだ。

　だから百合子に無茶をさせたくないし、彼女に害をなすものすべてから守ってやりたいと思っている。実際に守ってきたという自負もある。

　なのに……。




「──紘人はこんなときでも私の身体の心配をするんだね」

「当然だろう、たかが喘息の発作だって舐めるんじゃないぞ！　小さいときにさんざん苦しんだのを忘れたのか？　俺がいないところで無茶をして、もしも発作が起きたらどうするつもりだったんだ！」

　必死で言い募る俺を、けれど百合子は冷めた目で見ていた。

「……そういうところ」

「えっ？」

「自分の女を寝取られたのに、悔しくないわけ？」

「そんなの……」

　もちろん悔しいに決まっている。悔しいし腹立たしいし、今ここに相手の男がいたら殴ってやりたいくらいだ。しかしそれ以上に、ショックと哀しみのほうが大きかった。

　今まで自分がしてきたことは何だったのだろう。

　大切にしてきたものが、大事に慈しんできたものが一瞬にして汚された。

　二人一緒に育んできたと思っていた想いも歴史も、百合子にとってはみずから壊してしまいたいほど邪魔なものだったのだろうか。

「優しくして……何が悪いんだよ」

　ようやく絞り出した俺の言葉も、百合子の呟きの前ではあまりにも無意味だった。

「だから言ったじゃない。激しいセックスをしてみたかった……って。紘人が悪いわけじゃない。ただ私が、優しいだけの思いに疲れただけ」

　一生こうして生温かく守られて生きるのかと思ったら、虚しくなったのだと。

　自分のために感情をむき出しにしてほしかった、どうにも止められないくらい激しく求めてほしかった。そこまでの熱を紘人からは感じられないのだ……と言われたら、もう反論する気力もない。

「ごめん、俺が感情的になりすぎた。ちょっと冷静になって話し合いたい。シャワーを浴びてくるから待っていてくれ」

　いろんな言葉がグルグルと脳内を駆け巡ったけれど、ここは冷静にならなければと大きく息を吸う。

　冷水を頭から浴びながら、落ち着け、落ち着けと必死で自分に言い聞かせる。

　どうしてだ。何があった？　俺たち上手くいってたよな？　遠距離でも連絡は取り合っていたし、大きな喧嘩もしていなかった。

　今夜だって、百合子のお土産のチョコレートをつまみにビールを飲んで、楽しく過ごしていたじゃないか。そのあとで愛を確かめあって、満たされていたのは俺だけだったのか!?

「いや、駄目だ。興奮するな」

　今は取り乱している場合じゃない。怒りをぶつけるだけじゃ解決しない。まずはちゃんと理由を聞いて、これからどうするかを話しあうんだ。

　シャワーのコックをキュッと捻り、濡れた髪を掻き上げると、俺はもう一度深呼吸してからタオルを手に取った。

　俺がルームウェアに着替えてバスルームから戻ると、百合子が荷物を抱えて玄関で靴を履いている。

「おい、どこに行くんだよ」

「ホテルに帰る。明日は朝からこっちのエージェンシーの人と打ち合わせがあるし」

　車で送るという俺の申し出を断って、百合子は右手を上げてタクシーをつかまえた。

「しばらく距離を置きましょう」

　そう言い捨てて後部座席に座ると、俺の目の前でドアが閉まる。

　──しばらく距離をって……今までだってとっくに離れっぱなしだったじゃないか。

　彼女を引き留める気になれず黙って見送った俺は、百合子から言わせれば『熱量が低い』男なのだろう。彼女を乗せたタクシーのテールランプが遠ざかっていく。

「……くそっ、激しくしてやればよかったのかよ！」

　俺たちの交わりは、たしかに緩ゆるやかで穏やかだった。百合子が仕事で疲れているときは、何もせずただ口づけを交わすだけの夜もある。彼女に無理をさせたくない。

　俺はそれで満足だったし、心が満たされていればそれでいいと思っていた。

　けれど百合子は同じ気持ちではなかったということなのか……。

「優しくして……守ろうとして、何が悪い……」

　一人取り残されたアパートで、箱に残ったチョコレートも二人の汗が沁み込んだシーツも、ぜんぶ丸めてゴミ袋に放り込んだ。

　それでもそのうちに向こうから謝ってくるのでは？　と薄っすら期待していたが、帰国前日に送られてきたメールには、『今はツアーに向けての練習に集中したい。話は会ったときにしましょう』と書かれていた。

　──会ったときに話って……。

　次に直接会えるのは来年の二月。彼女が有名アーティストのコンサートツアーでバックダンサーとして日本に来るときだ。仕事のついでに日本に来なきゃ、俺たちは話し合いさえできないのか。

「くっそ……どうしてこうなるんだよ！」

　悶々としつつも待つしかない。百合子は昔から言い出したら聞かないところがあるのだ。

　謝罪どころか帰国の挨拶もなく、仲違いしたまま百合子はアメリカに戻って行った。

　そして二ヶ月後、気乗りしないまま飲み会に顔を出した俺は、高校の後輩、星野明里と再会する。




　文芸部の新入部員、星野明里は、いい意味で最初から目立っていた。

　身長百五十五センチの小柄な身体に細い手足。

　やけにオーバーアクションなのは、本人曰く『身体が小っちゃいのに動きも小さかったら、余計にチビに見えちゃうじゃないですか！』という理由からなのだそうだ。

　本人は至って真剣なんだろうけれど、目が大きくてキョロキョロしているから、どうしてもリスやウサギとかの小動物の類たぐいに見えてくる。

　ツヤツヤの真っすぐな黒髪を見ていると、なんだか無性に撫でたくなってしまう。

　ふわっと笑うと全体が柔らかい雰囲気に包まれて……うん、やっぱり彼女は小動物っぽい。

　……という話を百合子にしたら、『そうね、可愛いわね』と短い返事がかえってきたのを覚えている。




　文芸部は総勢十三名のこじんまりした集まりで、主な活動は読書と文集作成。

　手持ちのスマホや部が所有しているパソコンに、詩や小説、童話なんかを書き込んで発表し合う。そして毎年秋になると、皆の作品を一冊の文集にまとめるのだ。

　あるとき星野明里が、パソコンに向かって必死に文字を打ち込んでいた。俺がうしろから画面を覗き込むと、そこには『明るい星』という、詩のようなエッセイのような文章が綴られている。

　自分の名前が『星の明かり』と『明るい星の里』という二つの意味を持っていて、だから自分はまわりの皆を明るく照らす存在になりたい……そんな内容だったと思う。

　なんだかとても彼女らしくて、心がほんわりと温かくなって。

「うん、いいね。明るい星が照らしてくれる、明るい里の明里ちゃんだ」

　俺がそう言って彼女の頭をくしゃりと撫でたら、それを見ていた百合子に「馴れ馴れしい」と叱られた。

「駄目よ、この子のことを『ちゃん』付けで呼んでいいのは私だけなんだから！　紘人はきちんと苗字でお呼びなさい」

　そう言われたものの、今までどおりの『星野さん』呼びは、ひどく他人行儀で嫌だと思った。

「わかったよ。だったら俺はチビって呼ぶから」

　するとチビは唇を尖らせて、「なんだか犬か猫みたいじゃないですか～！」と拗ねた顔で見上げてくる。

　目の前でセミロングの髪がサラリと揺れた。

「うちで飼ってやるよ。犬と猫、どっちになりたい？」

「ええっ、人間がいいです〜！」

「ハハッ」

　うん、やっぱり彼女をからかうのは面白い。




　夏休み明けの九月、俺が部長になってすぐの頃、部室で使用する備品を誰かが買い出しに行くことになった。

「あっ、私が行きますよ！」

　パッと右手をあげて立候補したチビを見て、俺は「じゃあ俺も行くよ」と声をあげた。

　購入したプリント用紙や本を、彼女一人で抱えて歩くのは大変だろうと思ったのだ。

　──だってチビだしな。

　その夜の電話で百合子にそのことを話したら、なぜか彼女まで「一緒に行く」と言いだした。

「百合子は人混みが苦手じゃないか」

　ほこりや花粉は喘息の天敵だ。昔からそういう場所は、できる限り避けてきた。

「あなたと二人きりじゃ、明里ちゃんが楽しくないわよ」

　百合子によると、チビが好きなのは短髪のスポーツマンタイプなのだという。

　──そうか、文芸部の部長じゃ面白みがないか……。

　俺は運動ができないわけではないが、百合子に何かあったときに駆けつけやすいという理由で、あえて文芸部を選んでいた。運動系の部活は練習時間や試合が多く、時間の融通がききにくいからだ。

　元々読み書きが好きだったこともあって、自分の選択を後悔はしていない。しかしそのせいでチビに面白みがないと思われているのだと思うと癪にさわる。

　──今度チビの目の前で、バスケのダンクシュートでも見せてやろうか。

　そんなことをぼんやり考えていたら、百合子の声で我にかえった。

「それにほら、私に何かあっても紘人が助けてくれるんでしょ？」

　ああそうだ、まずは百合子のことだった。

「……そうか、それじゃあ三人で買い物に行って、帰りに何か食べて帰ろうか」

　百合子のためにマスクの予備とウエットティッシュを多めに準備して、食事はなるべく清潔そうな店にして……。

「あっ、そういえばチビの好物って何だっけ。彼女いつもキャンディーをポケットに入れてるだろ？　デザートが豊富な店にしたら喜ぶかも……」

「ううん、疲れるから早く帰りたい。食事はうちで二人で食べようよ」

「そうか……そうだよな。うん、外食は無しにしよう」

　そう約束したものの、結局俺と百合子が買い出しに行くことはできなかった。

　前日の夜中、百合子が急に喘息の発作を起こしたのだ。

　朝になって百合子からのメールでそれを知った俺は、慌てて彼女の部屋に向かった。

「どうして夜のうちに知らせてくれなかったんだよ。すぐに駆けつけたのに」

「そんなに酷くなかったし、紘人に迷惑をかけたくなかったの」

「馬鹿だなぁ……恋人の世話をするのが迷惑なわけないだろ」

　駄目だ、中学の後半頃からほとんど発作が起きていなかったから油断していた。

　ダンスもできていると言ったって、やはり今でも百合子の気管支は弱いままだったんだ。

　きっと季節の変わり目や花粉の影響なんかもあったのだろう。気づいてやれなかった俺が迂闊だった。

　俺が行ったときにはもう発作はおさまったあとで、呼吸も落ち着いていた。しかし買い物には行かないほうがいいだろうと判断する。

「俺、チビと買い出しをして荷物を家に持ち帰ったら、またすぐここに戻って来るよ」

「えっ、行っちゃうの？」

「えっ……」

　百合子がすごく驚いた顔で俺を見て、それから切なげな表情になる。

「一人になりたくない……また発作が起こったらと思うと……」

　ああ、そうだよな。久々の発作で百合子は不安なんだ。一人じゃ心細いに違いない。

「ごめん、気づかなくて。俺がついてるから安心して寝てろよ」

「うん、わがままを言ってごめんね」

「わがままを言ってくれよ。そのために俺がいるんだから」

　俺は申し訳ないと思いつつ、チビにメールを送信する。

『ごめん、百合子が喘息の発作を起こした。悪いけど、買い出しはほかの誰かに手伝ってもらって』

　すぐに届いた返事に、思わず俺はブハッと吹き出した。

『大丈夫です！　私はチビだけど力持ちなので！　百合子先輩にお大事にってお伝えください』

　短い文章のあとで筋肉マークや女子が重量上げをしている面白スタンプがポコポコと送られてくる。

　──ハハッ、なんだよこの筋肉マークは！

「百合子、見てみろよ、チビが重量上げをしているぞ」

「……紘人、なんだか疲れた。手を握ってて」

「あっ、ああ、わかった」

　あの日、俺はすっかり油断していた自分を心から責めたし反省した。

　百合子を人混みに連れ出そうとしたことはもちろん、発作後で不安になっている彼女を一人置いて出かけようとしたことにも罪悪感を感じた。

　そんなことがあったから、俺は余計に過保護になりすぎていたのかもしれない。百合子がそれを息苦しく感じるほどに。

　だけど俺はあの日、目を閉じた百合子の右手を握りしめながら、絶対にこの手を離さないと心に誓ったんだ。

　まさかその手を百合子のほうから振りほどかれる日が来るなんて、思いもせずに……。




　ナースとの合コンはまったく気乗りがしてなくて、単に一人でアパートにいたくなかったのと、今後のために病院の情報でも聞けたらラッキーかな……くらいのノリだった。

　今はとても楽しめる気分じゃないし、もちろん新しい出会いも求めていない。

　なのにそこで待っていたのは、思わぬ再会。

　襖が開いて入ってきたのは、その昔チビと呼んで可愛がっていた、高校の後輩だった。

「あれっ？　もしかして、チビ？」

「……紘人先輩？」

　目が合って、心臓がトクンと跳ねる。

　小さな身体も小動物みたいなクリクリした眼差しも、セミロングヘアーもあの頃と同じ。なのに、纏う雰囲気がすっかり大人の女性のそれになっていた。

　妙にフワフワと全身が浮き足立って、重く沈んでいた気持ちが急浮上して。

　すぐにチビを手招きして隣に座らせる。

　掘り炬燵の下、俺の太腿にコツンと彼女の膝が当たる。そこだけがやけに熱く感じて落ち着かない。

　仕事終わりでそのまま来たという彼女は、白いセーターにジーンズというラフな服装。一応口紅は塗っているが、ほとんど化粧っ気もない。

　それが彼女らしくて嬉しくなる。

　百合子のことを聞かれたらどう答えようかと身構えていたが、幸いにもチビの口からその名前は出てこなかった。

　もしかしたら合コンの場だからと配慮してくれているのかもしれない。

　チビは昔からそういう子だった。

　明るく元気でハキハキしていて、だけどなにげに周囲をよく見ていて。細かい作業を嫌がらず、率先してテキパキとこなしていく。

　ようはとても気配りのできる賢い子なのだ。

　百合子が文芸部のお姫様だったとすれば、チビは部のマスコット。部員全員から何かとからかわれていたのは、皆から好かれていた証拠だ。

　かくいう俺も、そんな彼女を見ているのが楽しくて、ついつい目で追い掛け、ちょっかいをかけてしまっていて……。

　──ほら、こんなふうに。

　隣に座っている可愛い後輩との会話はことのほか楽しくて。いい感じに酔いが回っていた俺は、気づけば彼女の毛先をクルンと指に巻きつけて、「明里ちゃん、チビの明里ちゃん」と連呼していた。

　たぶん周囲もドン引きしてたんじゃなかろうか。

　彼女の名前を呼ぶたびに、身体の中に甘ったるい痺れが蓄積していくのを感じていて。

　花咲くような大らかな笑顔に癒されて。

　居酒屋の外に出たときにはすっかり離れがたくなっていた俺は、迷わず彼女を次の店に誘っていた。

　──ああ、俺は自分が思っていた以上に寂しかったのかもしれないな……。

　なんてそのときは思っていたけれど。

　なんのことはない、きっと俺はあのときすでに、彼女を抱きたいと思っていたんだろう。

　うん、正直に言うよ。俺は彼女に猛烈に欲情していたんだ。




　バーで百合子の浮気話を打ち明けたのは、甘え半分、誘い半分。

　彼女にすべてを打ち明けて慰めてほしかったし、同時にそれを聞いたときの彼女の反応も窺っていた。

　ベロベロに酔いながらも頭の芯の部分は醒めていて、『行くか、行くまいか』でずっと迷い続けていた。

　俺には百合子がいる。たとえ向こうが先に裏切っていたとしても、意趣返しみたいな真似はしたくない。

　──いや、違うだろう！

　これは百合子への報復でも対抗心でもなく……俺自身が目の前の明里を抱きたいと思っているんだ。

　こんな気持ちははじめてだ。こんなふうに身体の奥からマグマのように沸き上がる劣情も、暴走しそうな感情も、俺は知らない。

　──どうする、俺。

　目の前にいるのは可愛い後輩。純粋に先輩として慕ってくれている子を押し倒すなんて、どう考えたって鬼畜だろう。

　──くそっ、だけどこのまま帰したくないんだよっ！

　明里によって寝室のベッドに横たえられながら、それでも俺はまだ迷っていた。

　酔いの回った脳みその、ほんの僅かに残った理性が、ギリギリのところで踏みとどまらせる。

　なのに明里が無防備にも俺のネクタイをシュルリと抜いて、ワイシャツのボタンを外したりするから……気づけば俺は、彼女を胸に抱き寄せていた。

「まだ帰るなよ。一緒にいてよ」

　ひどく掠れた声で俺が懇願して。

「先輩、抱いてくださいよ」

　続く彼女の言葉に驚愕して。

「先輩、私が慰めてあげます」

　最後にそう言われた途端、もう歯止めが効かなくなった。

　明里の反応とナカの狭さですぐに処女だと気づく。しかしそのときにはもう、自分でも止めることはできなくて。

　理性とか常識とか、そういうのぜんぶスポンと抜け落ちて、ただただ目の前の彼女を欲ほっしていた。

　ぴったりくっついた肌からは、彼女の鼓動が伝わってくる。それと連動するように自分の鼓動が激しくなって、身体の中心から熱く滾たぎってくる。

　彼女を貫きながら、『ああ、こういうことか』と思う。

　そういえば、高校時代にも、これと同じようなときめきを彼女に感じていたな……なんて思い出したら、あとはもう連想ゲームみたいにすべてが繋がった。

　──ああ、そうか……俺はあの頃から明里に惹かれていたんだな。

　いつの間にか目で追っていて、何かと構いたくて触れたくて。気づけば彼女のことを考えていた。

　──そして百合子は……たぶん俺の気持ちに気がついていたんだ。

『家族や幼馴染としての慈しみではなく、女として求めてほしいとずっと思ってた』

　そうだな。俺もようやくわかったよ。

　本当に惚れた女には、優しいだけじゃいられない。

　傷つけてでも自分のものにしたくって、同情につけ入ってでも手に入れたいと思ってしまうんだ。

「……っ、先輩……っ」

　俺の背中に腕を回して必死でしがみつく明里を、力いっぱい抱きしめる。

「明里っ！」

　この胸の痛みは喜びか苦しみか、その両方か。

　彼女の心にあるのは、俺への同情と憐みか……。

　けれど今はただ、明里のなかに俺を刻みつけたいとひたすら願った。

　こうして俺は、二ヶ月前に買い換えたばかりのグレーのシーツのベッドの上で……恋人以外の女を激しく抱いた。




　翌朝、酔いが醒めて冷静になってみると、改めて自分がしでかした行為の最低さを思い知る。

　俺には百合子という彼女がいるのに。まだちゃんと話し合いもできていないのに。

　明里は何年振りかで再会したばかりの後輩だ。しかも彼女ははじめてだったのに……同情につけ込んで抱いた。

　今の自分の気持ちをどう伝えればいいのかわからないまま話しかければ、明里は気丈にもフライパンを片手に笑顔を見せる。

「いやぁ～、よかったです。これで私も処女を卒業できました！　二十五歳にもなって未経験って恥ずかしいし、かといって知らない人相手だと怖いですしね。はじめてが紘人先輩で、本当によかった！　ありがとうございました！」

　──本当なのか？

　俺に罪悪感を持たせまいと無理していないか？　強がってるんじゃないのか？

　彼女の言葉に隠れている本音が知りたくて、大きな瞳をじっと見つめてみる。けれど俺には何もわからなかった。

　ただ、ここで謝るのだけは違うと思う。昨夜のことはただ流されたんじゃない、ちゃんと気持ちがあってのことだと伝えなくては……。

　けれど俺が口を開くより先に、明里が言葉を続けた。

「先輩、少しはスッキリしましたか？　これで百合子先輩と向き合えそうですか？　私にとって二人は理想のカップルなんですよ。ちゃんと話しあって、早く仲直りしちゃってください！」

　それを聞いた途端、俺は喉まで出掛かっていた言葉を封印した。

　──ああ、やはり同情か。

　彼女が好きなのは、あくまでも『百合子先輩とカップルの紘人先輩』なのだろう。

　まったくこの子はお優しいな。長年付き合ってきた彼女に浮気された可哀想な先輩を、身体を張って慰めてくれたのか。お人好しにもほどがあるだろう。

　ぎこちないままバッグを手にした明里を、だけどそのまま帰すのは嫌だった。

　これで終わりにしたくない。

「今度改めて話をしたい。電話番号を教えて」

　勇気を振り絞って伝えた俺の願いは、予期せぬ形で返された。

「セフレにしてください」

「えっ？」

　二十五歳になるまで処女だった明里は、俺との行為でセックスの気持ちよさを知ったのだという。

　俺とならもう怖くはない。今後のためにももっと経験を積んでおきたいのだそうだ。

　──今後のためって……。

　ほかの男に抱かせるくらいなら俺が抱く！　瞬間的にそう思った。

「……わかったよ」

「やった！　それでは先輩、百合子先輩が次に帰ってくるまでのあいだ、よろしくお願いしますね！」

　笑顔の彼女と握手を交わし、俺たちの不自然で不誠実な関係が始まった。




　その後一日待ってみたが、明里からの連絡がこない。

　セフレにしてほしいと言い出したのは彼女のほうなのに、あれはその場だけのノリだったのか？

　──いや、そもそもセフレになんてなる気はないけれど。

　百合子とちゃんと別れてもいないのに、これ以上明里との関係を深めるわけにはいかない。セフレなんてもってのほかだ。

　だったら連絡を断てばいいものを、俺は体調を気遣うことを口実に、とうとう自分からメールを送ってしまう。

『あれから身体のほうは大丈夫だったか？』

　それをきっかけに彼女とほぼ毎日メールのやり取りをするようになり、未練がましくダラダラと連絡を取り続けた。




　デートに誘ったのは俺のほうからだ。

　メールでちょっと仕事の弱音を吐いたところ、わざわざ電話をかけてきてくれて。

『先輩、電話をかけてもいいですか？　私、明るさには自信があるので元気パワーを分けてあげますよ』

　彼女が明るいことなど知っている。星みたいにキラキラしていて、お日様みたいに暖かいのだ。

　彼女の可愛らしい声が鼓膜に響くたび、胸の奥が甘く切なく疼きだす。

　──ああ、会いたいな……。

「じゃあデートしようよ」

　思わず口に出していた。

『やっぱりデートって言いました!?　それじゃあ、これは幻聴じゃないんですね！』

「ハハッ、幻聴って……」

　──うん、やっぱり彼女と話すと癒される。




　デート先にカラオケを選んだのは、会話がなくても間がもつと思ったから。

　高校時代に部活の仲間と何度かカラオケに行ったときの経験から、明里が歌が上手いことも知っていた。彼女がアニメソングや演歌を見事に歌い切って、いつも場を盛り上げていたのを覚えている。

　明里はセフレだなんて言うけれど、俺は彼女とそういう関係でいたくない。

　だから性的な空気にならない場所で、普通にデートを楽しみたかったのだ。

　なのに……。

　肩が触れた途端にあっという間に理性が吹き飛んだ。重なる唇から、絡めた舌から熱くなり、下半身が勃ち上がる。

　──駄目だ、今日はそういうのを抜きで……。

　彼女を求める気持ちを無理やり抑え込んで、唇を離す。

　なのに彼女は俺に抱かれる前提で会いにきていた。

「今日も抱いてくれるんですよね？　そうじゃないと、私たちが会う理由がないじゃないですか」

　そうだった。彼女は俺が百合子と別れることなど望んでいない。ましてや恋人関係なんて……。

「ごめん、節操がないって思われるかもしれないけれど……本音を言うと、もう一度明里を抱きたい」

「だったら私も節操がないですね。先輩に抱いてほしいと思ってましたから」

　気づけば彼女を近くのラブホに連れ込んでいた。

　アルコールで酔っていたから。カラオケで盛り上がって気分が高揚していたから。

　いろいろ言い訳してみても、ようは俺が欲情しただけのことだ。

　──そう、俺は明里を抱きたかったんだ。

　俺がベッドに上がった途端に押し倒された。

「ちょっ、おい！」

「大丈夫です。私、ちゃんと勉強してきたので」

　──勉強ってどういう意味だ。

　ゆっくり考える間もなく明里に咥えられ、俺は彼女の口であっけなく果てた。

　フェラをしてもらうのは生まれてはじめてだ。百合子にはそんなことをしてほしいと言える雰囲気ではなかったし、そもそも彼女はこういうことはしたがらないだろう。

　こうして身も心もすっかり明里に嵌まってしまった俺は、自分の本心を告げるタイミングを逃したまま、ズルズルとセフレ関係を続けることになる。




　明里はとても大らかで、一緒にいると笑いが絶えない。ナースだけあって人の話を聞くことに慣れているのだろう。俺の心に寄り添って、仕事の話にも真剣に耳を傾けてくれる。

　天真爛漫で気配り上手。デートしても時間が過ぎるのがあっという間だ。

　俺は明里と会うたびに、ますます彼女に惹かれていった。

　けれど彼女はセックスがしたいだけで、それ以外の関係は望んじゃいない。むしろ俺と百合子が仲直りすることを望んでいるのだ。

　楽しいけれど苦しくて。気持ちいいのに切なくなって。

　明里の最奥を突き上げながら名を呼んで、勢い任せで「好きだ」と叫ぶ。けれど彼女に俺の声が聞こえても、本心までは伝わらない。

　──もう本当のことを言ってしまおうか……。

　じつを言うと、百合子には一度別れ話を持ちかけている。明里を抱いた翌日のことだ。

　百合子からは忙しいから連絡するなと言われていたが、彼女に隠れて明里との関係を続けるなんてできない。これだけはハッキリさせておくべきだと思った。

　明里がセフレ宣言をしてアパートを出た直後、俺はスマホの電話をタップする。ニューヨークは夜中だが、メールで済ませる話ではない。

「百合子、別れよう」

　電話口でそう告げた俺に、もちろん百合子は驚いた。

『……嘘』

「嘘じゃない、本気だ」

　明里の立場を考えて彼女の名前は出さなかったものの、正直に「ほかの子を抱いた」と告げた。しかし百合子はそれを自分への『意趣返し』だと思ったらしい。俺が彼女への当てつけで風俗店にでも行ったのだろうと決めつけていた。

　この二ヶ月のあいだで俺がほかの女性を好きになるだなんて、想像もしていなかったのだろう。

『私が浮気したから拗ねてるんだよね？　わかった、ちゃんと話し合おう？』、『今度私がそっちに行ったときに、紘人の話を聞くから』などと一方的に告げて、慌ただしく電話を切られてしまった。

　実際ツアー前で忙しかったのだとは思う。しかし、ほんの数分の話さえまともに聞いてもらえなかったことで、俺の決意は固まった。

　──百合子が帰国したら、今度こそ本当に別れよう。

　そしてケジメをつけたそのあとで、明里に正式に交際を申し込むのだ。




　休みのたびに明里と会うのが当たり前になっていた俺は、クリスマスも彼女と過ごすものだと思い込んでいた。

　当然のように彼女の勤務を確認した俺に、明里は首を横に振る。

「その日は駄目です。だってクリスマスは……なんだか特別じゃないですか」

　クリスマスは恋人同士が過ごす日だ。だからセフレの自分は俺と過ごしてはいけないのだと言う。

　──そんなの、俺の中ではとっくに……。

　けれど百合子とちゃんと別れられていないのが現実で。

「二十三日にエッチだけして帰りたいです。それじゃ駄目ですか？」

「……明里がそのほうがいいのなら」

「やった！　ありがとうございます」

　俺の複雑な心境を知りもせず、彼女は日帰りエッチの約束にはしゃいでみせた。そして二十三日の夜に会いにきて、やることをやったらもう用はないとばかりにそそくさと帰っていったのだった。




　二十五日の朝、一人でぼんやりテレビを見ていたら、「ああ、寂しいな」と不意に思った。

　一人で過ごすクリスマスはこれがはじめてじゃない。百合子が渡米してから恋人とのイベントは諦めていた。

　かと言って、大学時代の友人や職場の集まりに顔を出せば、女性が寄ってきて面倒なことになる。何より百合子が嫌がった。

　なのに今年に限ってこんなふうに感じてしまうのは、明里の天真爛漫な温かさに触れてしまったからなのだろう。

　──明里に会いたいな……。

　チラリと思った途端に、もう会いたくてたまらなくなって。気づけば女々しいメールを送っていた。

『明里、会いたい』

　直後に彼女は電話をくれた。俺を心配してか、メールではなく直接電話で様子を聞いてくれるのが嬉しい。

『百合子先輩は？　彼女から連絡は来なかったんですか？』

　明里、違うんだ。俺は君に会いたいんだ。君がここにいないことが無性に寂しくて。拒否されるのを覚悟で弱音を吐いてしまったんだ。

　なのに彼女は『すぐに行きますから！』と電話を切ると、夜勤明けにも関わらず、本当にアパートまで会いに来てくれた。

　玄関のチャイムが鳴った途端に胸が高鳴る。ドアを開けて彼女を引き入れると、間髪を入れずに抱きしめた。

　──明里、好きだ！

　そのまま長らく唇を貪ってから、お姫様抱っこでベッドに運ぶ。彼女の服をむしり取るように脱がせ、すぐさま胸にむしゃぶりついた。乳首を攻めながら片手で彼女の秘部に触れる。ソコはすでに溢れる蜜でトロトロになっていた。

　──よかった。彼女はここにくることを嫌がってはいなかった。

「あっ、あんっ……先輩、気持ちい……です」

「よかった。イってもいいんだよ」

「嫌っ、先輩と、一緒が……いい」

　可愛いことを言ってくれる。イイところを突きまくって思う存分気持ちよくしてやろう。

　そう思って避妊具を装着したら、逆に彼女に押し倒された。

　──えっ？

「私が、先輩を、気持ちよくしますから」

　俺の上に跨って、みずから俺の屹立を挿入した。

　──うあっ、最高だ！

　明里のナカは狭くて熱い。俺のモノを根元からギュウギュウ締め付けて離さない。こういうのを名器と呼ぶのかもしれない。

「先輩は何もしないでください」

　そんなことを言われても、こんなに気持ちよくて止まれるはずがない。

　両手で彼女の腰を抱えて、力任せに突き上げる。明里が弓反りになると、目の前で白い乳房がブルンと揺れた。

　俺は劣情に駆られるまま、連続で腰を打ちつけ続けた。

「あっ、あっ、もうっ……イクっ！」

　一足先に彼女が絶頂を迎えたが、俺の漲りは勃起したままだ。すぐさま正常位で攻め続け、今度は二人で同時に果てた。

　ぐったりした明里を抱きしめながら、彼女を手放したくないと強く思う。

　──けれど彼女は、俺をセフレとしか見ていないんだな。

　どれだけ抱いても心までは手に入れることができないのだ。

　──明里、俺に素敵なクリスマスをくれてありがとう。会いにきてくれて嬉しかったよ。そして……。

「明里、本当に……愛してるんだ」

　けれども俺の呟きは、意識を手放した彼女には届いていなかったに違いない。




　それから俺は、過ぎていく一分一秒を惜しむかのごとく明里を家に誘った。

　明里も俺と寝られなくなるのが惜しいのか、初詣の誘いに応じてくれた。

　──神様、俺は二人の女性に最低なことをしている最低な男です。けれどちゃんとケジメをつけるので、どうか明里への告白を成功させてください！　よろしくお願いします！

　今年は特別なので、奮発して賽銭箱に千円札を入れた。

　隣の明里を見ると、彼女も長いあいだ手を合わせている。

　何を願っているのだろう。恋人がほしい……とかじゃないといいけれど。

　昼間から俺の部屋で抱き合って、ベッドでまどろんでいたらスマホが鳴った。時間的に百合子だと直感する。

　明里の前で電話に出るのはためらわれたが、百合子とは一日でも早く話をしたい。意を決してスマホの画面をタップした。

『紘人、ハッピーニューイヤー！』

「ああ、ハッピーニューイヤー」

　電話の向こうがやけに騒がしい。大勢の人の声や車の行き交う音。きっと外でカウントダウンでもしていたのだろう。

　恋人とやっと話せた喜びとか感慨なんてものは微塵もなくて、想像以上に冷め切っている俺がいた。

『ツアーのことだけど、私たちバックダンサーは、二月第三週の日曜日に大阪着だから』

　彼女は移動の日程をつらつらと述べると、『紘人に会えるのは水曜日か木曜日かな。東京公演が終わったら次の国に移動しちゃうから』、『時間ができたら連絡する。会えるのを楽しみにしているね！』と早口で告げて電話を切った。

　──本当に楽しみにしてるなら、もっと連絡を寄越すはずだろうに。

　心の中で呟くと、俺は隣で寝ている明里を見下ろす。

　布団を被っているから表情は見えないが、彼女を酷く傷つけたような気がして布団の上から抱きしめた。

「百合子の帰国日が決まった」

「それじゃあ、私たちがこうして会えるのも、あと少しですね。先輩とのエッチを堪能しておかないと」

「……明里は俺とのエッチが好きなの？」

「好きですよ。これで本当に彼氏ができても怖くないです。先輩には感謝しないとですね」

「そうか……」

「だからもっと抱いてください」

　俺は明里に覆い被さると、さっき抱いたばかりの身体に舌を這わせる。

　下半身に触れると、繁みの奥はまだ濡れたままだ。俺は胸に吸い付きながら、蜜口に二本指を入れて抜き差しを始める。敏感なところを執拗に擦ってやると、明里が太ももを震わせてあっという間に達してしまった。

　──まだだ、明里が俺なしでいられなくなるくらい、もっと……。

　彼女の脚を大きく開き、剥き出しにした蕾を真っ赤になるまでしゃぶり続ける。ぷっくりと膨らんだソコをガジガジと甘噛みすると、明里が顔を左右に振って悲鳴をあげた。

「駄目ぇ！　激しすぎる……もう、イった、からっ」

　息も絶え絶えの姿を見ても、俺の劣情はおさまらない。達した直後のヒクつく蜜口に、昂る剛直を突き刺した。

「やぁっ、先輩、もう……っ」

「嫌じゃないだろう、こんなに俺のを咥え込んでるじゃないか！」

　明里の内壁は蠢いて、奥へ奥へと俺を誘う。

　身体はこんなにも俺を欲しているのに、彼女の心までは手に入らない。

　──俺は馬鹿だ、こんなことで彼女を引き止められるはずがないのに……。

　それでもせめて、明里の身体に俺を刻みつけておきたいんだ。ナカが疼くたびに俺のことを思い出してほしいから。

　やるせなさと切なさと。何度も避妊具を付け替えながら、俺はごちゃ混ぜの感情を彼女に叩きつけた。




　二月第二週の土曜日が、明里が提示してきたセフレ解消の日だった。

　俺が百合子と会うのは翌週の水曜日なのだが、明里は百合子に申し訳ないからと、彼女が日本に到着する前日を最後の日と決めたのだ。

「最後くらいは私が手料理を振る舞いますよ！」

　そう言って彼女が持参したのはハンバーグの材料だ。俺の実家はハンバーグといえばチーズ入りだったので、材料にチーズが無いのを見て、思わず「ハンバーグにはチーズが無いと！」と叫んでいた。

「ええっ、ほしいのなら自分で買ってきてくださいよ〜。コンビニにスライスチーズがあると思うので」

「オッケー、俺がパシってくるから待っててよ」

「了解です！」

　百合子は料理をしないので、こういうやり取りもはじめてのことだ。

　──なんだか新婚夫婦みたいだよな。

　コンビニでウキウキしながらチーズを選びつつ、ふとその手が止まる。

　──何を浮かれてるんだ。今日で明里とはお別れだっていうのに。

　いや、このまま終わりにしたくない。どうにかして明里に振り向いてもらうんだ。

　──そのためにも来週は絶対に百合子と会う。

　改めて心に誓うと、俺はスライスチーズを手にしてレジに向かった。




「──うわっ、明里のハンバーグ、マジで美味い！　俺が作ったやつも早く食べてよ」

「タネが一緒だから、味は同じですって」

「俺の愛情が篭ってるから絶対に美味しいって。いいから早く！」

「はいはい……うん、美味しい！」

　その日の俺たちはやけに明るくて。

　最後の日には笑顔でいたい。明里も俺と同じように思っているのかもしれない。

「俺も一緒にシャワーを浴びる。いいだろう？」

　嫌がるかと思ったら、意外にも明里はうなずいてくれた。

「ふふっ、いいですよ。最後は先輩がしたいことをぜんぶしましょうよ」

　したいことだって？　そんなの身も心も俺のものにしたいに決まっている。

　洗面台の上で股を開かせると、薄桃色の柔肌にむしゃぶりついた。彼女の蜜は甘い媚薬だ。どれだけ舐めても脳が『もっと』と叫び続け、正常な判断を失わせる。

　俺の愛撫で絶頂を迎えてヒクヒクしている秘部を目に焼き付けて、『これは俺のものだ、誰にも渡さない』と心の中で呟いた。

　避妊具を二つ握りしめて浴室に入る。ボディソープを明里の肩からぶち撒けて、手のひらと指先で全身をまさぐって彼女を絶頂に導いた。

　うしろから挿入すると彼女の嬌声がバスルームに響き渡る。いつも以上に反応がいいことに興奮して、バックからガツガツと突き上げた。

　持参した避妊具を使い切るとベッドに移動してまた繋がって。うなじに背中に太ももに、肌のいたるところにキスマークをつけていく。ずっと消えないくらい、深く濃く。

　長く激しい行為を終えてウトウトしていたら、シャワーの音が聞こえてきた。

　窓の外は既に茜色に染まっている。

　──ああ、明里はもう帰るつもりだな。

　そう直感した。

　案の定、彼女はきっちり洋服を着込んで戻ってきた。

「……もう帰るの？」

「はい、帰ります」

「俺たちのこと、ちゃんと話し合わないか？」

　こんなことを言っても無駄だっていうのはわかっている。けれどこのまま終わりたくない。

「駄目ですよ。紘人先輩が話をしなきゃいけないのは百合子先輩とです。どうして浮気なんかしたのか、ちゃんと理由を聞いて、早く仲直りしてくださいね」

　仲直りなんてもう無理だ。俺は自分の気持ちに気がついてしまったし、たぶん百合子はもっと前から気づいていた。

　俺が百合子に向けていた想いは淡くて幼い『初恋』で。それは家族愛との境界が曖昧なまま、本物の恋愛になりきれずに終わってしまったんだ。

「君は……明里は、そうしてほしいと思っているの？」

「……思ってますよ。私と寝たことを気にしているなら、あんなの気分転換の一環だと思って、綺麗さっぱり忘れちゃってください」

　明里、君はそんな簡単に割り切れるのか？　俺と過ごした時間は、本当に君の中に何の感情も残さなかったのか？

　何をどう言えば明里を引き止められるのかもわからない。

　茫然と立ち尽くす俺とは視線も合わさずに、彼女はアパートの部屋をあとにした。

　ドアがバタンと閉まって取り残されて……徐々に遠のいていく彼女の足音を聞いたとき、胸が異様にざわついた。

　──俺は馬鹿かっ！　このまま帰らせていいわけないだろ！

　玄関のスニーカーにつま先だけを突っ込んで、踵を踏みつけたまま咄嗟に外に飛びだして行く。その瞬間に、百合子が言っていたことがようやくハッキリと理解できたような気がした。

　身体の奥から湧き上がる衝動。今すぐ捕まえてもう一度抱きしめたい。逃したくない。

　手すりにつかまり大きく身を乗り出して、思いのほか遠くのほうに小さく見える背中を大声で呼び止める。

「明里っ！」

　──明里、俺は君をっ！

　叫び出そうと口を開いたその瞬間、明里がこちらを振り返る。彼女は頭の上で大きく両手を振って笑顔を見せた。

「せんぱ～い！　素敵な思い出をありがとうございました！　百合子先輩とお幸せに～！」

　俺は動きを止め、すぐそこまで出かかったセリフを引っ込める。

　──思い出って……。

　中途半端に履いたスニーカーのつま先を眺めると、喉の奥でクッと乾いた笑いが漏れた。

　ため息をこぼしてから顔を上げると、大声で彼女に問いかける。

「なあ、俺はいつまで経っても百合子とワンセット？　俺だけだったらどうなの？　この二ヶ月半、君は……」

　──どんな気持ちで俺に抱かれていたんだ？

　彼女はそれに答えずに、ふわりと緩やかに微笑んで。

　はじめて見せる大人の顔で、くるりと背中を向けて歩きだす。

　ブンブンと大きく右手を振りながら遠ざかるその背中が、なんだか泣いているような気がした。

「けれど明里、俺はもう……」

　──君を抱く前の俺には戻れないんだ。

　その直後から、彼女との連絡は途絶えた。







４、これがきっと、愛








　二月第四週の日曜日。

　今日は幸い患者さんの急変がなく、定時で日勤を終えることができた。

　夕方から粉雪がちらほらと降りはじめていて、「これが今季最後の雪かもね」なんてぐっちゃんと話しながらロッカールームをあとにする。

　そのまま院内のカフェテリアに入ると、向かい合ってコーヒーを飲んだ。

　今日のぐっちゃんは、白いワンピースにキャメルのロングコートと黒のロングブーツを合わせたお洒落コーデ。

　これから城田さんとデートの予定が入っていて、私は彼との待ち合わせまでの時間潰しに付き合わされているというわけだ。

「──今日はごめんね。一緒に過ごせなくなって」

　申し訳なさそうに顔の前で手を合わせるぐっちゃんに、私は「ううん」と首を振る。

　本当なら、今日は仕事のあとでぐっちゃんと一緒に私のアパートに行き、二人で食事をすることになっていた。しかし昨夜急に彼から誘いの電話が来たらしい。

「そんなの気にしなくていいよ。デートのほうが大事だし」

　ぐっちゃんは前からクリスマスまでに彼氏がほしいと言っていた。

　クリスマスまでに……とはいかなかったものの、クリスマス当日にディナーのあとで告白されたのだ。むしろそっちのほうがロマンチックで素敵だと思う。

「まさしく『恋人はサンタクロース』だよね。本当によかったよ」

「うん、ありがとう」

　嬉しそうに顔を綻ばせる親友を見ると、私も自分のことのように嬉しくなる。

「ふふっ、でもね、きっと明里のところにも来てくれるよ、サンタクロース」

「えっ、今頃？」

「うん、時期はずれのサンタクロースが絶対迎えに来てくれるって」

「だといいけどね〜」

　私が紘人先輩と会わなくなって一週間が経った。あれからすぐに紘人先輩の番号をブロックし、スマホのアドレスから名前も削除した。もちろん連絡も取っていない。

　未練がないと言ったら嘘になるけれど、二ヶ月半先輩と過ごせただけで十分贅沢だったと思う。今は紘人先輩と百合子先輩の幸せを祈るのみだ。




　ぐっちゃんが腕時計を見て、「そろそろ時間かな」と呟いた。ドタキャンのお詫びだと言う彼女にコーヒー代を奢ってもらい、二人揃って病院スタッフ用の出入り口から外に出る。

　空は既に濃い藍色になっていて、そこから白い小さな粒がしんしんと降っている。冷たい風が吹きつけて、ビュウッと私たちの髪を揺らす。

「うわっ、寒い」

　身体を縮こませて歩きだすと、植え込みを囲むレンガに誰かが腰掛けているのが見えてきた。

　……というか、私には一目でわかった。

「紘人……先輩？」

　ヒラヒラと舞う粉雪の向こう側、紘人先輩は黒いダウンジャケットのポケットに両手を突っ込んで、カメみたいに首をすくめてうつむいている。前に投げ出した長い両脚も寒そうだ。

　足を止め、そのままクルリとＵターンしようとする私の肩をぐっちゃんが両手でつかむ。

「明里、あなたが行くのはこっち。ちゃんとサンタさん、来てたでしょ！」

「えっ!?」

　背中をポンと押されて一歩前に出る。

　その気配に紘人先輩が顔を上げ、こちらを向いた。

　彼がすっくと立ち上がり、スラックスのお尻についた砂をパンッと二度ほど叩はたいてから、真っすぐこちらに歩いてくる。

　──どうしよう！

　足が地面に縫い付けられたかのように動かない。

　彼にはもう会うわけにはいかないのに。なのにまた会えて嬉しいと思ってしまう自分がいて……。

　紘人先輩が目の前で立ち止まると、二十五センチ上から私をじっと見下ろした。しばし無言で見つめあう。

　先に口を開いたのは先輩だった。

「……別れたよ」

　──えっ!?

「百合子と別れてきた」

「嘘っ、どうして！」

　話し合いは決裂したということなのか。私が謝ったくらいでは、百合子先輩の怒りはおさまらなかったのだろうか。

「私のせいで……本当にごめんなさい」

「まあ、ある意味、明里のせいではある」

　やはりと顔を青ざめさせたとき、耳にとんでもない言葉が飛び込んできた。

「俺は明里のことが好きだ」

「……えっ？」

「抱いたからじゃないよ。好きだから抱いたんだと思う。……気づくのが遅かったけれど」

「せんぱ……何を言って……だって百合子先輩……」

　だって紘人先輩は百合子先輩のもので、二人はお似合いのカップルで、私の憧れで……。

　──なのにどうして？

　動揺して何も言えない私に、紘人先輩は言葉を続ける。

「うん、急にこんなことを言われても戸惑うよな。でも、今は百合子のこととかそういうのぜんぶ取っ払って、俺の明里への気持ちを聞いてほしいんだ。いい？」

　わけのわからないまま私がコクリとうなずくと、先輩は目を閉じて大きく深呼吸した。目を開けて「うん」と自分に何かを言い聞かせてから、再び私を見つめる。

「信じてもらえないかもしれないけど……俺はたぶん、高校の頃から明里に惹かれてたんだ」

「信じられません」

「ちょっ、早すぎ！」

　緊迫した場面のはずなのに、焦る先輩に思わずふふっと笑いがこぼれてしまう。釣られて先輩の目も優しく細められた。

「おいで」

　駐車場まで手を引かれ、先輩の黒いセダンの助手席に座らされる。

「もしかして、ぐっちゃんもグルだったんですか？」

「もしかしなくてもそうだな。城田経由で彼女の連絡先を聞いた」

「嘘っ、ストーカー!?」

「スト……って失礼だな。明里が俺をブロックするからじゃないか」

「そうですけど！」

　昨日ぐっちゃんと連絡をとった紘人先輩は、私が今日日勤だと知ると、自分が会いに行くまでどうにか引き留めておいてほしいと頼んだのだそうだ。

　続いて先輩は、私と寝た翌日には電話で百合子先輩に別れを告げていたこと。納得してもらえず日本で会ってから話し合うことになったということ。ちゃんと別れてから私に正式に交際を申し込もうと決めていたこと……などを話して聞かせてくれた。

「──それでさっきの続きなんだけど」

　紘人先輩はハンドルに腕を乗せて前を見ながら、最初に言おうとしていたことを語る。

「文芸部の部室でさ、どこにいても明里の姿が目に飛び込んでくるんだよ」

　小さな身体でよく動き、何ごとにも全力投球。そこにいるだけで場が明るくなって、部のムードメーカーで……と続く。

「だから自然と目立っていて、俺の視界に映り込んでくるんだと思っていたけれど……違ったんだ、俺が明里の姿を目で追っていたんだよ」

　くるくると動く大きな瞳が小動物みたいで可愛くて、『先輩』と慕ってくれるのが嬉しくて。だから何かと気になって、『チビ』と呼んで構ってしまっていたのだ……と彼は言う。

「それに、リズムが合うって言うのかな。明里と話すのが単純に楽しかったんだ」

「あっ、なんとなくわかります。私も同じでした！」

　それは私も高校時代から感じていたことだ。

　こういうのを『相性がいい』とか『波長が合う』と言うのだろうか。まるで夫婦漫才みたいに会話が弾み、打てば響くようなテンポのよいやり取りが心地よかった。

「だから私は先輩と話せるのが嬉しくて……あっ！」

　調子に乗ってベラベラと喋りすぎてしまったと反省したが、先輩は私の頭をくしゃりと撫でて微笑んでくれた。

「ありがとう。俺もそう感じていたんだ。一緒にいて気疲れしないとか居心地がいいとかって、理屈じゃないだろう？　俺はたぶん高校時代から明里にハマってたんだ。とっくの昔に始まっていたくせに、馬鹿な俺は気づいてもいなくて……」

　気づかぬままに月日が経って、青春時代の爽やかな思い出になっていた。

「……その子が八年ぶりに目の前に現れた。あの頃と変わらず飾り気がなくて、くるくると動く大きな瞳がそのままで……胸がときめいたんだ」

　そして猛烈に欲情したのだと、苦笑しながら呟いた。

「確かに俺にとっての初恋は百合子だったんだと思う。彼女を愛しく思っていたし、大事にしたいと思っていた。けれど……」

　あれはきっと『家族愛』や『兄妹愛』みたいなもので、『男女の恋愛』ではなかったのだと先輩は語る。

「彼女を守るのは俺の役目なんだと思っていた。でもそれって、父親や兄の目線だったんだよな」

　幼馴染で兄妹みたいな関係で。家族愛で庇護欲だった。

　それに気づいたのは、ほんの最近のことで。

「俺はずっと百合子といると思っていたし、ほかの子を好きになる可能性なんて考えたこともなくて……だから高校時代、自分の中に芽生えた明里への恋心を、後輩への友情に置き換えていたんだ……と思う、たぶん」

　先輩は私を見ると、「ごめんな、なんだか曖昧で」と苦笑する。

　だけど私は、曖昧な気持ちを誤魔化さないところに、逆に彼の誠実さを感じた。

「はい、ちゃんと伝わっているので大丈夫です」

　私がうなずくと、彼は安心したように先を続ける。

「あのまま何もなければ俺はずっと百合子といたと思うし、明里のことも、ただの高校時代の可愛い後輩として終わっていたんだと思う。けれど……また出逢ってしまったから」

　紘人先輩が身体ごとこちらを向いて姿勢を正す。

「きっかけが何であれ、俺はあの晩、明里を抱きたいと思ったから抱いた。決して逃げとか百合子の代わりとかではない。それをわかってほしい」

「……はい」

　私だってそうだ。紘人先輩だから抱かれた。彼だからこそはじめてを捧げたのだ。

「そして今、俺の胸ここには明里への愛が確実に芽生えているんだけど……」

　紘人先輩が右手の親指で自分の胸をトンと指差す。

　そして次に、右手の人差し指で私の胸のあたりを指差した。

「君のココには……何も芽生えてないですか？」

　指差したまま、じっと私の目を見据える。

　先輩の真剣な眼差しが、熱い言葉が胸を打つ。心臓がギュッと締め付けられる。

　思わず右手でコートの胸元を掴むと、そこに紘人先輩の手が重ねられた。大きな手のひらで上から握りこまれる。

「私……私は……」

「たとえ同情の延長だとしても、ほんの小さな芽吹きだとしても……俺への気持ちが少しでもココにあるとしたら、それをこれから二人で育てていけないかな。そしてその先にあるのが……それが愛だったら……嬉しいなって思う」

　──ああ、もう、そんなふうに言われたら……。

「……育ってますよ」

「えっ？」

「高校時代からずっと好きでした。とっくに諦めたはずだったのに、再会したらやっぱり好きで……だから私はあの日……」

「明里っ」

　言い終わる前に勢いよく抱き寄せられる。

　痛いほどの抱擁のあとで肩を掴んで離されて、至近距離から顔をじっと見つめられ……。

　その潤んだ瞳が求めているものが伝わってきたから、私は黙って目蓋を閉じた。

　柔らかくて冷たい唇。この寒空の下、彼は一体どれだけの時間、私を待っていてくれたのだろうか。

　愛しさが溢れだし、私の全身を包みこむ。

　彼の背中に両腕をまわすと、グイと頭を引き寄せられた。口づけが熱く深くなる。

　車の中に二人きり。窓の外を飾っていく雪の結晶が、私達の姿を隠してくれていた。







５、さよなら私の青い鳥 ｓｉｄｅ百合子








「日本はクールだったね」

「女の子たちがキュートだったし、また来れたらいいな」

　出発間近の飛行機で、ダンサー仲間たちが荷物を頭上の荷物棚に押し込みながら英語で口々にお喋りしている。

「ユリコは久しぶりの日本を堪能した？　離れるのが寂しいでしょ」

　隣に座った仲間の一人にそう言われ、私は「そうね」と曖昧に微笑んでみせる。そのまま小さな窓から外の景色に目をやった。

　──あ〜あ、結局こうなっちゃったか……。




　あれは去年、十二月に入ってすぐのこと。

　夜中の零時過ぎ、ニューヨークにいる私の元に電話がかかってきた。

　スマホの画面に紘人の名前が表示されているのを見たとき、私は「ふん」と鼻を鳴らしてほくそ笑んだ。

　──ほら、やっぱり許してくれた。

　どれだけ私が我が儘を言おうが怒らせようが、彼は最終的には私を許してくれる。そして『仕方がないな』と微笑んで、私を甘やかしてくれるのだ。

　だからその時点では、私達はまだやり直せるに違いないと思っていた。それを疑いもしていなかった。

　小三だった八歳のときに出会って、今は二人とも二十六歳。

　十八年もの歳月を一緒に過ごしてきたのだ。それがほんの少しの過ちで失われるはずがない。

　私はそうたかを括っていた。

　だって紘人はあの日誓ってくれたのだ。

『絶対にこの手を離さない』って……。




　幼い頃から家族ぐるみで付き合ってきた私達は、一緒にいるのがあたりまえで。

　喘息の持病があって身体の弱かった私を紘人が大切にしてくれるのも自然な流れだった。

　小学生のうちから目の前で何度も発作を起こし、今にも死にそうになっている姿を繰り返し見せられたのだ。紘人が過保護になるのも当然だと思う。

『付き合おう』とか『恋人になって』なんて決定的な言葉は言われていない。

　けれど中学に入った頃から周囲に勝手に恋人認定されて、紘人もそれが当然のように受け入れていて。

　それで私も、『ああ、私達って世間で言うところの恋人同士なんだな』って自覚していったような……そんな始まりかただった。

　紘人は顔もスタイルもよくて、おまけに勉強もスポーツもできるから、もちろんモテる。

　けれど姫に仕える忠実な騎士ナイトの如くいつも私に付き添っているものだから、女子は遠くから憧れの目で見ているだけ。

　紘人の目には私しか映っていないかのような忠誠ぶりに、私自身も彼の気持ちを疑う余地などなかった。

　あのときまでは。




　文芸部の新入部員、星野明里は、小さくて元気でとても素直で、私とは正反対のキャラクターだった。

　そんな彼女を紘人が『チビ』と呼んで可愛がり、何かと自分から構いたがるのを見たとき、私は紘人が話しかける対象に、生まれてはじめて嫉妬を感じた。

　紘人本人は気づいていないようだったが、彼女に対する紘人の態度はほかの子に対するそれと明らかに違う。

『うん、いいね。明るい星が照らしてくれる、明るい里の明里ちゃんだ』

　そう言って彼女の頭を撫でるとき。

『チビは本当に小動物みたいだなぁ』

　そう彼女をからかってはしゃぐとき。

　柔らかく細められる紘人の瞳には、『ただの部員に対する好意』以上のものが含まれていたのだ。

　──ああ、ダメだ！

　紘人の目に私以外の女の子が映り込んでしまった。

　私と二人だけの世界から、紘人が出ていこうとしている。

　──そんなの絶対に許さない！

　部の必要物品の買い出しで、明里と一緒に紘人もついて行くと聞いたときには焦りが湧いた。

　校内ならまだしも街を二人で出歩くなんて、距離が縮まる予感しかない。

　だから喘息の発作が起こったと嘘をついて妨害した。

　それでもなお、『俺、チビと買い出しをして荷物を持ち帰ったら、またすぐここに戻って来るよ』と彼が告げたときの衝撃は今でも忘れられない。

　それまでの彼なら、発作後の私から離れるなんてあり得ないことだったから。




『喘息の発作』は私の御守りで最大の切り札だ。

　最近鳴りを潜めたことで効力を失おうとしているのに気づいた私は、それを復活させることにした。

「……紘人、なんだか疲れた。手を握ってて」

　弱々しい声で引き止める。

「ああ、わかった……大丈夫だ、俺はここにいる。絶対にこの手を離さないからな、安心して目を瞑れ」

　やはり『御守り』効果は絶大だ。この切り札がある限り、私は常に紘人の一番でいることができる。

　──私はこの御守りを絶対に手放さない。紘人が守るべきは『チビ』でもほかの女でもない、この私なのだから。

　その代償として、私は一生自分を偽って生きるのだ……。

　彼に手を握られながら私はゆっくり目を閉じる。目蓋の裏が、じんわりと熱くなって震えた。




　高校を卒業するときは心底ほっとした。これで星野明里とはサヨナラだ。

　同時に自由になりたい欲求がむくむくと湧き上がる。

　紘人を欺くということは、その周辺の人々、彼の両親や私の母親、共通の友人の前でも弱々しい私を演じなくてはいけないということだ。

　──私のことを知っている人がいない場所に行きたい。

　自分でも矛盾しているのはわかっている。紘人に束縛されたくなくて、けれどずっと心配はしていてほしい……だなんて、まるで子供の反抗期だ。

　けれど私は紘人を手放したくないし、同時に自由もほしいのだ。

　本当の自分を思うままに解放させて発散する。その一つがダンスという手段だった。

　高三の夏頃から芸能事務所からのスカウトが来ていたけれど、私はすべて断った。このまま日本にいたらいつまで経っても私は紘人の保護下に置かれたままだ。

　だからニューヨークにダンス留学しようと決めた。

　恋人と遠距離になる辛さよりも、海外でありのままに生きられる喜びのほうが勝ったのだ。




　私たちの初体験は高校卒業直後の春休み。母親が仕事で不在のときに私の部屋で結ばれた。

　紘人とやっとエッチができたことは嬉しかったけれど、どちらかといえば痛かったのと、紘人が私に気を使いすぎて腰が引けていたことしか印象にない。

　その後紘人は都内の大学に進学し、私は八月中旬の渡米に向けての準備を始めた。

　私が出発するまでの五ヶ月弱は、なるべく時間を作って一緒に過ごし、何度かセックスもした。けれど紘人は相変わらず私の身体を気遣ってばかり。

　そう、相変わらず……なのだ。

　星野明里からは離れたものの、紘人には大学のキャンパスで新しい出会いが待っている。私が知らない世界で知らない女性と接しているであろうことが嫌だった。

　私は紘人の気を引くために、彼の前でわざと咳き込んでみたり胸をおさえてみたりと、病弱なフリを続けてみせる。

　そうすれば、彼が仲間内の集まりを断って会いにきてくれることを知っていた。

　けれどそんな私の行動が紘人を慎重にもさせた。

　なかなか抱いてくれない。抱いても私の体調を気にしてばかりで、ひたすら優しく緩やかで。

　みずからが招いたこととはいえ、物足りなさばかりが募っていく。

　かといって自分から誘うのは私のプライドが許さない。

　──私は一生、こんなセックスしかできないのだろうか。

　ずっと紘人を騙し続けて生きていくのだろうか。

　本当の……嘘のない愛で結ばれた情熱的な交わりは、どんなものなんだろう。




　そんな思いを抱えながら遠距離交際に突入し、私はそれまで以上にダンスの世界に没頭していった。

　アパートでルームシェアをしているレオはゲイの白人ダンサーで、お互い過度に干渉せず、けれどダンス仲間としてリスペクトし合える親友だ。

　ある日、一緒にビールを飲みながらダンスの動画を見ていたとき、話の流れで紘人との関係やセックスの物足りなさを愚痴ってしまった。

「だったら激しいセックスをしてみようか」

「えっ、だってあなたはゲイじゃない」

「うん、だけど百合子なら抱けそうな気がする」

　彼はどうやらバイだったらしく、すんなり私を抱くことができた。そこから一気にタガがはずれ、気が向けばセックスをするようになる。

「ああっ、イイっ！　もっと奥をいっぱい突いて！」

「オッケー。天国にイかせてあげるよ」

　お互いに恋人がいるから愛もなければ束縛もない。好きなように動き、やってほしいことをねだる。スポーツみたいに激しく抱き合って、ただ性欲を発散するだけの行為は、最高に気持ちがよかった。

　罪悪感はまったくなかった。紘人のことは大好きだし、いずれ彼と結婚するだろう。現役のダンサーでいられる年齢にも限りがある。ある程度知名度を上げたら日本に帰り、ダンスクラスの講師か振付師になるつもりだ。

　だからこれはそのときまでのストレス解消。むしろレオと寝てスッキリしたことで、紘人との関係もうまく続けていけるに違いない。

　──そう、これは紘人と仲良くしていくために必要なことなんだから。

　そんなふうに、自分に都合よく考えていた。




　レオとの関係がバレたのは本当に誤算だった。

　コマーシャル撮影で一週間帰国して、家族の食事会を終えてから紘人のアパートに寄ったときだ。

　私はレオとの関係などおくびにも出さず、何事もなかったように紘人と身体を重ねた。

　彼は撮影のあとで疲れているだろうと私の身体を労ってくれて、久しぶりの行為も相変わらず優しくて。

　紘人のセックスが駄目なわけじゃない。波をたゆたうようにゆったりと抱かれるのは心地いいし、奥のほうからじんわりと熱くなる熾おき火びのような絶頂の迎え方も嫌いじゃない。ただレオとするときみたいに全力疾走したような爽快感を得ることができないだけで。

　そんなことを考えていたら当のレオから電話がかかってきて、紘人に会話を聞かれてしまう。

　そのときふと閃ひらめいた。

　──ぜんぶ紘人に告げたらどうするだろう。

　今ではもうときめきも刺激もないけれど、もしも私がほかの男に抱かれたと知ったら、嫉妬に狂って滅茶苦茶にしてくれるかもしれない。

　そのときの私は、紘人に捨てられるかもしれないという考えが頭からすっぽり抜け落ちていた。

　だってそんなのあり得ない。彼は絶対にこの手を離さないと誓ってくれたのだから……。

　だから本心をぶちまけた。

「激しいセックスをしてみたかった」、「紘人は優しいけれど、それだけじゃ物足りない」

　どんな反応をするのかと思ったら、なんと彼はこの期に及んで私の身体の心配をしてくるではないか。

　そのうえ「冷静に話し合おう」などと言ってシャワーを浴びに行ってしまう。

　──どうしてわかってくれないの!?

　呆れかえってガッカリして。最後に怒りが湧いてきた。

　たしかに私は紘人を裏切ったし酷いことも言った。けれどそれは彼のせいでもある。

　だって彼は嫉妬しなかった。嫉妬したと口では言ってみせたが、我を忘れるほどの怒りはなかった。私の裏切りを知ってなお、感情をコントロールできてしまうのだ。

　いつだってそう。紘人は常に私の父で兄で、優しい幼馴染で。

　一番肝心な恋人の部分を後回しにして、保護者ヅラして隣に立っている。

　そこには『熱愛』はない。彼が注いでくれているのは陽だまりみたいな『慈愛』と『親愛』のみ。

　私はそれが、腹立たしくて悔しくて……。

「しばらく距離を置きましょう」

　拗ねて怒ってアパートを飛び出した。

　私は紘人を置いてタクシーでホテルに帰ると、『今はツアーに向けての練習に集中したい。話は会ったときにしましょう』とメールを送って連絡を打ち切った。

　ツアーに集中したいのは嘘じゃない。来年日本を皮切りに始まるコンサートツアーへの同行は、ステップアップへの大きなチャンスだ。

　私が今回のオーディションで選ばれたのは、日本人だという部分も大きいと私は見ている。実際ほかのダンサーからも、そう陰口を叩かれていた。

　ツアーで最初に訪れることでもわかるように、日本は世界二位の音楽市場で、物販でも大きな売り上げが見込める上客だ。日本人でそこそこ知名度のある私を起用すれば、更なる集客が見込める……そうプロモーターが考えてもおかしくはない。

　客寄せパンダでも何でも構わない。私はこのチャンスをモノにして更なる上を目指すだけのこと。そのためにも、今は目の前のダンスのことだけを考えていたい。




　二ヶ月後、紘人から国際電話がかかってきた。

　──ほら、やっぱり許してくれた。

　きっと『もう二度とするんじゃないぞ』、『俺も悪かった』で仲直りだ。

　──それにしても、連絡するなと言ったのに、夜中に電話だなんて……。

　そんなふうに考えていたが、彼が告げたのは予期せぬ言葉だった。

『百合子、別れよう』

　開口一番そう言われ、一瞬耳を疑った。

「……嘘」

『嘘じゃない、本気だ』

「ごめんって。私が悪かった。けれど本当に好きなのは紘人だし、もう二度とあんなことしないから……」

『違う……俺、ほかの子を抱いた』

「えっ？」

　そんなの嘘だ、真面目な紘人が浮気なんてするはずがない。もしも誰かに心を奪われることがあったとしても、私に隠れて身体の関係を持つなんてあり得ないのだ。

　私へのお仕置きのつもりで適当なことを言っているのか、それとも……。

　──ああ、意趣返しか。

「私への当てつけ？　ソープにでも行ったの？　そんなの別に怒ったりしないわよ」

　先にほかの男と寝たのは私だ。風俗に行って性欲を発散させるくらいは構わないと思う。

『違うんだ、俺は……』

「あ〜っ、ちょっと待って」

　私は時計に目をやりながら、紘人の言葉を遮った。

　もう真夜中過ぎだ。朝はダンスレッスンの前にジョギングに行きたいし、しっかり朝食をとってストレッチもしておきたい。

　端的に言えば、今ここで話している時間がもったいないのだ。

　だって仕方がない。コンサートツアーは目前だ。練習も厳しくなっているし、油断したら振り落とされてしまう。今は一分一秒も無駄にしたくない。

　あとは、レオとの同居をまだ解消していないことを突っ込まれるのを避けたかった……というのもあるけれど。

「私が浮気したから拗ねてるんだよね？　わかった、ちゃんと話し合おう？」

『百合子、俺はっ！』

「今度私がそっちに行ったときに紘人の話を聞くから、ねっ」

　それまではもう連絡してこないよう念押しをして、一方的に電話を切った。

　だって電話でうだうだ言っているよりも、会って話したほうが確実だ。

　──どうせ会って私の顔を見れば、紘人は喜んでくれるんだから。

「ごめんね」って頭を下げて、「愛してる」ってキスをして。そうすればきっと彼は許してくれる。

　あのときの私は本気でそう思っていたのだ。




　大阪から東京に移動したその日の夜、紘人がホテルの私の部屋にやって来た。ソファーに座ってすぐに用件を切り出してくる。

「ごめん、俺と別れてほしい」

　──まだ怒ってるの？　まさか本当にほかに女ができた!?

　それでもその時点では、まだ巻き返せるとタカをくくっていた。

　もし本当にそうだとしても、一時の気の迷いだ。私に浮気された挙句放っておかれて、つい魔が差してしまったのだろう。

　だって私と紘人には長い歴史がある。ほんの数ヶ月前に現れたような女に負けるはずがない。それでも駄目なら『息が苦しい』と言って胸を押さえるだけのことだ。

　──そう、いつものように……。

「どうして？　私が浮気したから？　あんなのはたった一回きり。試してみて、私はやっぱり紘人がいいと思った。もう二度とあんなことはしないから……」

「違う」

「えっ？」

「違うんだ……」

　紘人は思い詰めた表情で何かを考えていたが、とうとう覚悟したように口を開く。

「……星野明里と再会した。彼女を抱いた」

　そう言われた瞬間に、私の中にあった自信や驕おごりがあっけなく消え去った。

　ここであの子の名前が出てくるなんて、まったくの予想外だった。なのに聞いた途端に納得している自分がいた。

　──ああ、紘人は本当に彼女を抱いたのに違いない。きっと激しく情熱的に。

　それはあっけないほどストンと私の中に降りてきて、もうどうすることもできないのだと悟る。

　高校時代、仮病で紘人を引き止めた時点で、私はとっくにあの子に負けていたんだ。

「……そう、再会しちゃったんだ」

「……うん、ごめん」

「どうして謝るのよ、先に裏切ったのは私のほうなのに」

「けれどやっぱり百合子を裏切ったことには変わりないから」

　笑っちゃう。こんなときでさえ彼は優しい。

　──だけどその優しさも笑顔もぜんぶ、これからは彼女のものになる……。

　不意に別れの実感が湧いてきて、どうしようもなく胸が震えた。

　幼い日、喘息の発作の夜。まだ小学生だったあなたは不安そうな顔をしながら、それでも小さな手で、必死に私の背中を撫で続けてくれた。

『大丈夫だ。百合子、俺がついてるからな、大丈夫、大丈夫……』

　あの優しい声も手のひらも、いつだって私に寄り添ってくれていたのに。ずっと私のものだったのに……。

「ねえ、最後にキスしてくれないかな」

「……ごめん。それはもうできない。明里を裏切りたくないんだ」

　──明里……か。

「もう彼女と付き合ってるの？」

「いや、付き合っていないし告白もしていない」

「はっ？　寝ておいて付き合ってないって……あの子、セフレ扱いだと思っちゃうわよ？」

「そう思われているし、告白する前にフラれたよ。百合子とワンセットの俺がいいんだってさ」

　紘人は渋い顔で自分のうなじをさすると、もう頃合いだとでもいうように腰を浮かせる。

「ねえ、だったら私でいいんじゃないの？」

「いや」

　彼はすぐさま否定した。

「明里のことを簡単に諦めたくないんだ。当たって砕けてみるよ。砕けたとしても……何度でも頑張ってみるつもりだ」

「そう……とても情熱的ね」

　彼が右手を差し出して、私がそれを握りかえす。

　ドアノブに手をかけたところで最後に紘人が振り向いた。

「あのさ……百合子は俺から熱を感じないって、家族や幼馴染としての慈しみではなく、女として求めてほしいって言ってたけど……」

　言おうか言うまいか悩んだのか、そこで一旦言葉を区切ってから、思い切ったように口を開く。

「それでも俺はやっぱり、俺なりに百合子をちゃんと愛していたよ」

　ドアがパタンと閉じられて、部屋には静寂だけが残された。私はその場でペタンと床に座り込む。

　──うん、あなたは私を愛してくれていた。

　こうなってやっとわかった。

　私が求めたものと形は違っていたけれど、あなたはちゃんと私を愛してくれていたんだ。

　あまりにもそれがあたりまえで自然だったから……その優しさに慣れすぎた私が、手の中にあるものの大切さに気づいていなかっただけ。

　あなたは絶対にこの手を離さないと誓ってくれていたのに……先にその手を離したのは私のほうだった。

　あのまま彼の優しさに甘えていたら。ぬるま湯に浸かったような生温かい愛に身を委ねていれば、私達はずっと恋人のままでいられたのかな。

　あなたはずっと本当の恋に気づかずにいたのかな。

「だけどね、紘人。私はやっぱり身も心も情熱的に求めてほしかったの」

　──あの子にそうするように……。

　遠ざかる足音を聞きながら、私は両手で顔を覆ってうつむいた。




　星野明里に会いに行ったのは、大人になったあの子がどんなふうに変わっているのか興味があったから。

　それに彼女の返答次第では、私にもまだチャンスがあるかもしれないという期待もあった。

　八年ぶりに見た彼女は高校時代と変わらず童顔で可愛らしくて。おまけに私の嫌味に何一つ言い訳せずに謝り続けてくる。

「ねえ、紘人のことをいつから好きだったの？」

「高校の頃から、ずっとです」

　──高校の頃から両想い……。

　ようは私の妨害で十年近く付き合うのが遅れただけのことだった。

「……ごめんね。それでも紘人は私のだから」

「はい、わかっています」

　──何もわかっていないくせに。

「やっぱり紘人先輩の隣には、百合子先輩がお似合いです。本当にすみませんでした」

　中身もあの頃と同じ。イラつくほどに素直で優しくて。

　──こんなのもう、お手上げだ。

　私は喫茶店を出るとホテルに戻り、移動のための荷物を黙々とまとめた。




「──皆様、大変お待たせいたしました。この飛行機は間もなく離陸いたします。シートベルトをもう一度……」

　　ＣＡのアナウンスのあとで飛行機が動き始める。ガタガタと滑走路を走って加速したかと思うと、フワリと機体が浮き上がった。

　──ごめんね、明里ちゃん。

　私は意地悪だから祝福なんてしてあげない。あれで挫けて紘人を振ってしまえばいい。

　──けれど……。

　もしも私の妨害にも関わらず二人がくっついたなら……今度帰国したときにはお祝いの言葉の一つくらいは言ってあげる。

「紘人……」

　長いあいだ私を守り続けてくれてありがとう。愛してくれてありがとう。なのに裏切ってごめんね。最後まで意地悪をしてごめんね。

　そして……。

「さようなら」

　小さな窓から見える日本の景色が、どんどん小さく遠くなる。私の視界が滲んで揺れて、そのうち何も見えなくなった。







６、君が好きな色 ｓｉｄｅ紘人








　まぶたに暖かい光を感じて目を開ける。

　見慣れない天井。ベッドの左側にある窓には水色のカーテン。

　そして反対側に顔を向けると……。

　──ふはっ、可愛いな。

　小さな顔を少しだけこちらに傾けた、明里の寝顔。

　かすかに口が開いているのが無防備で、幼い表情なのにとても色っぽいという、絶妙なバランスだ。

　襲いたくなるけど起こしちゃ悪いので我慢する。

　──はじめてこの部屋に来たな……。

　ここは明里の住むアパートの寝室。

　昨夜とうとう恋人となった俺達は、そのまま病院近くの明里のアパートにやって来た。

　不謹慎ではあるが、俺は車内で話していたときから既に下半身を熱くしていて。

　もう夕食もシャワーも待つ余裕なんてまったくなくて、玄関に入ってすぐに寝室にもつれこんだ。

　明里を抱えるようにベッドに押し倒すと、セックスを覚えたての高校生かよってくらい馬鹿みたいに彼女を求め続けた。

　明け方近くまで寝かせてあげられなかったから、彼女が疲労困憊で熟睡しているのも当然だろう。

　もう一度改めて彼女の寝顔を見つめる。

　恋人になってはじめて迎える朝、彼女になってはじめての寝顔。感慨深く、嬉しさと感動と愛しさのミックスで胸がブワッと溢れかえる。

　──よかった、諦めなくて。




　昨日あれから俺は、エンジンをかけて暖かくなった車内で明里にそれまでの顛末を語って聞かせた。

　明里とはじめて寝た翌日には電話で百合子に別れを告げていたこと。

　彼女に聞き入れてもらえず日本で会ってから話し合うことになったということ。

　ちゃんと別れてから明里に交際を申し込もうと決めていたこと。

　先週の水曜日に百合子に会って、明里との関係を話したうえで正式に別れてきた……ということ。




　明里に会いに来るのが日曜日になったのは、俺に禊みそぎ期間が必要だったから。禊と言えば聞こえがいいが、ようは俺と百合子の親への説明と謝罪の時間が必要だったのだ。

　俺たちは婚約者でも結婚していたわけでもないけれど、交際期間は非常に長く、家族公認の付き合いを続けてきた。

　周囲はこのまま二人が結婚するものだと信じて疑わなかったし、本人達もつい最近までそう思っていたのだ。

　だからまずは実家で俺の両親に、「ほかの女性を好きになった。百合子とは別れた」と告げた。

　もちろん両親は怒り心頭で、父親には頬を力任せに叩はたかれたし母親は号泣した。そうなっても仕方がない。両親にとっては青天の霹靂だったのだから。

　その足で家族三人揃って百合子の母親の元に赴き、玄関で頭を下げた。居間に通され「百合子と別れることになりました。すべて俺の責任です」と改めて頭を下げると彼女は絶句した。

　そして「ヒロ君の話だけじゃわからないから」と、俺が止めるのも聞かず彼女はその場で百合子に電話をかけてしまう。

「百合子、ヒロ君と別れたって本当なの？」

『……そう。私がアメリカで浮気をしたのよ』

「百合子、その話は！」

　百合子は俺も母親の近くにいると気づくと、今度は俺に向けて話しかける。

『いいのよ紘人。ぜんぶ言ったほうがお互いの親が納得するでしょ』

　先に浮気をしたのは自分のほうだ。紘人にバレないと思ってニューヨークの彼とラブコールをしていたら運悪く聞かれてしまった……と続けた。

　スピーカー越しに聞こえてきた声は淀みなく、まるで電話がかかってきたらこう言おうと決めていたかのようだった。

『私が先に裏切って、そのあとで紘人に好きな人ができた。それだけのことよ。私達はお互い様で、話し合って別れを決めたの』

　その言葉を最後に電話が切られ、アパートの部屋に沈黙がおとずれた。百合子の言葉で親達はもう何も言うことができなくなり、気まずい空気のまま解散となったのだった。




　話がこのあたりに差し掛かったときには、明里がかなり表情を曇らせていた。

「私のせいで先輩やご両親に辛い思いをさせたんですね。お父様やお母様はきっと私のことを怒ってらっしゃるでしょうね」

「明里が気にすることじゃない。これは俺と百合子の問題なんだから」

「そんなことを言わないでください！　私だって先輩の人生に小指の爪の先っぽくらいは関わってるって思わせてくださいよ」

　──ぶはっ！　小指の爪の先っぽって……言葉のチョイス！

　不謹慎にも吹き出してしまった俺に、彼女が頬を膨らませる。

「私にとっては笑いごとじゃないのに……」

　そう声を湿らせるのを見てギョッとした。

「ごめん、俺……」

「そりゃあ幼馴染で初恋の相手だった百合子先輩に敵うだなんて思ってないですよ」

　二人のあいだには自分が知らない長くて深い歴史がある。それは自分がどうやったって追いつけないし代わりになれるものでもない……と小さな声で呟いた。

「そこにあとから割り込んだ私が早速嫉妬するなんて、そんなの図々しいとは思うけれど……それでも今この瞬間からは、『私たちの問題』だと思っては駄目ですか？」

　申し訳なさそうにうつむいて、それきり彼女は黙りこむ。

　──ああ、そうだった。

　俺が明里を好きになって、俺の問題に引き摺り込んだ。そしてもう彼女は俺の人生の一部になっていて……。

「ごめん。俺達が別れたのは二人で話し合って決めたことで、だから明里は悪くないってことを言いたかったんだ。それでも言い方が悪かったよな」

　俺は今の気持ちをどう伝えようかと考えながら、彼女の頭をくしゃりと撫でる。

「確かに俺と百合子は長く付き合っていたし、実際にそれを見ていた明里が気にするのは仕方がないと思う。だけどさ……」

　横から顔をのぞき込むと、明里が唇をギュッと噛んでいる。最近わかった。この子は何かを我慢するときにはいつもこうするのだ。

「明里とはこれから、それ以上に長い歴史を作っていけたらいいなって、そう思ってる」

　──彼女にはもう二度と唇を噛むような想いをさせたくない。

　明里の後頭部に手をまわし、自分の胸に抱えこむ。

「それにさ、明里はもう爪の先どころか俺の心臓のど真ん中に棲み着いちゃってるんだけど」

「棲み……っ、それってエイリアンじゃないですか！」

　──エイリアンって！

「ハハッ！　だから言葉のチョイス！」

「ああっ、また笑われた！　今って真剣な話をしてましたよね！」

「いやいや、真剣なムードをぶち壊したのは明里のほうだから」

「ええっ、酷いです〜！」

　大きな瞳を潤ませて、怒った顔で見上げてくる。それを見て「ああ、愛しいな……」と思った。

　思わずキスしたら、今度は明里が唖然とした顔になる。

「私、インターネットで見ました。これってアレですよね、やましいときに彼氏がキスで誤魔化すってやつ」

　やましいんですか？　……と真顔で聞かれてまた笑いだしそうになったけれど、これ以上はさすがにマズいのでグッと堪える。

「やましくはないけれど……エロいことは考えている」

「エロっ!?」

「うん。でもまずはデートしたいな。ちゃんと恋人として」

　──そのあとで恋人として明里を抱きたい。

　瞳をじっと見つめて返事を待つ。彼女が頬をうっすらと赤く染めてうなずいた。

「ありがとう。それじゃあ近くのレスト……」

　俺が近くのレストランで食事でもと言おうとしたら、そこに明里の言葉が被さった。

「だったら私のアパートに来ませんか？　何か食べるものを作ります」

　──明里のアパート!?

「……紘人先輩？」

「明里が俺を誘っている……！」

「ちっ、違うんです！　誘ったわけではなくって」

　彼女が顔の前で右手をブンブン振って否定する。

　俺はその右手を掴み、もう一方の手で彼女の顎を掬って唇を重ねた。チュッとリップ音を立てて離れると、コツンとオデコをくっつける。

「ふっ……違わなくていいだろ？　俺を明里の部屋に誘ってよ。それから……激しく抱かせて？」

　その瞬間に、彼女がポッとゆでだこみたいな顔になる。

「いっ、いいですよ。あの……よろしくお願いします」

「ふはっ、……はい、わかりました。恋人として丁寧に可愛がります」

「てっ、丁寧って！」

　ますます顔を赤くする明里を横目に、俺はシートベルトを締めて車を発進させた。

　出会って十年越し、再会して三ヶ月近くで、ようやく恋人の時間が始まった。




「──さあ、今日は俺が何か作るかな」

　昨夜は結局すぐにエッチに突入してしまったため、食事どころではなかった。

　小さな身体で俺の全力の愛情表現を受け止めてくれた明里に、美味しい朝食を作ってやろう……そう思いベッドから抜け出したとき、サイドテーブルに置かれた彼女の部屋の鍵が目についた。

　いや、正確には、鍵についたキーホルダーのほうだ。

　一見ビー玉のように見える丸いマーブル模様のピンク色の玉。それが赤い組紐で鍵と繋がっている。

「これってたしか……」

　──俺が高校時代にプレゼントしたやつ!?

　今でもハッキリと覚えている。

　これは俺が百合子とデートしたときに買った、お土産のキーホルダーだ。
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　高三の夏休みの終わり。

　受験勉強の合間を縫って久々に出かけた浅草で、百合子がお揃いのキーホルダーがほしいとねだってきた。

　俺も特に異存はないのでうなずいて、一緒に土産物屋を見て歩く。すると飴玉みたいな綺麗なキーホルダーが目についた。

　店員さんによると、それは『飴玉みたい』ではなく本物の飴が樹脂の中に閉じ込められているものらしい。

「へぇ～、本物なのか」

　俺が目の前に掲げて眺めていると、百合子もそれを気に入ったらしい。

「それじゃ、私がピンクで紘人がブルーね」と色違いの二つを手に取っている。

　そのとき俺は、ふと明里のことを思い出した。

　彼女は俺達のことを『先輩、先輩』と呼び慕ってくれている可愛い後輩だ。

『先輩達は私の憧れなんです！』とニコニコしている顔を思い浮かべると、自然に目尻が下がっていた。

「なあ、チビにも同じのを買っていい？　俺が払うから」

「えっ？」

「俺たちのことを慕ってくれてるしさ、いつも率先して部の雑用をこなしてくれてるご褒美？　……をあげたら喜ぶと思うんだ」

　彼女のイメージは空色だ。大らかで自由で、太陽の光をまぶしたようにキラキラした明るい笑顔の……。

　そう考えて俺と同じブルーの玉を選んだとき、それを横からヒョイっと百合子に取り上げられた。

「私、やっぱり紘人とお揃いの色がいいな～。私達が同じ色で、明里ちゃんがピンクね」

「いや、百合子はピンクが好きだろ？　チビはイメージ的に……」

「紘人はわかってない！　女の子は基本的にピンクが好きなのよ！　だからあの子はこっちの色！」

　いつになく厳しい口調で言われて、そんなものなのかと納得する。

　まあ、百合子が俺とお揃いの色がいいと言ってくれるのも、恋人らしくて悪くない。

　──だけどやっぱり、チビにはブルーのほうが似合うと思うんだけどな……。
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　あのときの自分の言動を思い出すと、あまりに愚かすぎて笑ってしまう。

　彼女とのデートでほかの女の子を思い浮かべるのも、その子のためにお土産を買うと言い出すのも、どう考えたって彼氏としてアウトだろ。

　──なんだ、じつはあの頃にはとっくに明里にハマってたんだな。

　今ならわかる。

　百合子がピンクではなく俺と同じブルーのほうを持ちたがった理由も、夏休み明けに明里にキーホルダーを渡す役を俺から奪い、『紘人とデートしたときに買ったの。私と紘人がお揃いのブルーで、明里ちゃんは女の子らしいピンク色よ』などと言って手渡していた、あのときの心情も。

　百合子は俺が明里に惹かれ始めているのに気づいていた。

　そして同時に、己の気持ちに鈍感で、百合子に対して無神経だった愚かな恋人に、不安と怒りを覚えていたに違いない。

　──それが積み重なった結果の浮気だったんだろうな……。

　そこまでさせてしまったのは俺の責任だ。申し訳ないという気持ちはある。

　でも、だからといって百合子がしたことはやはり俺には理解できないし、百合子とやり直す気も毛頭ない。

　巡り巡って明里とこうして恋人になれた今を変えたいとも思わない。




　俺はシルバーの部屋の鍵と、それについたピンクの玉のキーホルダーをギュッと左手に握り込む。そのままベッドサイドに腰掛けて、熟睡中の明里の小さな鼻をキュッとつまんだ。

「ん……んんっ……プハッ、苦しい！」

　顔を左右にフリフリしつつ、やっと明里が目を開けた。

　俺は鼻から手を離し、彼女の前髪を掻き上げて額にキスを落とす。

　途端に明里が瞳を大きく見開いて、そして耳まで朱に染める。

「せっ、先輩……おはようございます」

「ハハッ、明里、おはよう。可愛いな。愛してる」

「……っ！」

　ガバッと布団に隠れたところをすかさず捲り上げ、ますます真っ赤になった顔を堪能する。明里が頬をプクッと膨らませて睨んできた。

「先輩、なんなんですか。朝っぱらから何言ってるんですか。私をキュン死させる気ですか？　萌え殺す気ですか？　起き抜けに甘いセリフ連投は心臓に悪いです。自粛してください！」

　──ふはっ、キュン死って、萌え殺すって……。

　彼女は自分が言ってることを理解しているのだろうか。

　それってようは、俺にときめいてるってことじゃないか。

　──明里、心配しなくていい。俺も君にときめいているからお互い様だ。

　だから俺は口角を上げて、明里にズイッと顔を近づける。

「ハハッ、嫌だよ。これからも好きだって気持ちをちゃんと伝えるよ。言葉でも態度でも、たっぷりと」

「たっ、態度って……たっぷりって……」

　あわあわと唇を戦わな慄なかせてうろたえる姿を見て、ジワジワ喜びが湧いてくる。

　──ヤバいな。俺ってもしかしてＳっ気があったのかも。

　それじゃあ、この際だ。Ｓっ気全開で追撃してやろうと、明里の目の前に飴玉キーホルダー付きの鍵をぶら下げて見せる。

「あっ！」

「明里、まだこれを持ってたんだ。なんだよ、もしかして俺からの贈り物だからってずっと大事にしてたの？　そんなに俺のことが好きだった？　これを見るたびに思い出してた？」

　恥ずかしがって困惑する姿を脳裏に思い描きながら、言葉責めを放ったそのとき。

「……うん。もちろん百合子先輩が買ってくれたのも嬉しかったんだけど……私へのお土産を選ぶときに、紘人も一緒に選んでくれたのかな？　って思うだけで嬉しくて……ずっと持ってた」

　──キュン！

　はにかみながらチラリと上目遣いで言われれば、俺の胸は思春期の童貞みたいにときめいて。今すぐ床をゴロゴロと転がりたいくらいの喜びと感動に身悶えする。

　──そうか……そっか、そんなに嬉しかったか。そしてここで名前呼びしてくるとは！

「明里はついこの前まで処女だったっていうのに……煽りは上級者だな」

「えっ？」

「いや……それ、本当はさ、俺が買ったんだ。明里にプレゼントしたくて。本当はブルーでお揃いにしたかったんだけど……」

「そうだったんですか。じつを言うと、私は水色が好きなんです。あっ、もちろんピンクのキーホルダーも可愛いから気に入ってますけど……」

「明里っ！」

「きゃっ！」

　つま先から激しい衝動がせり上がり、脊髄を一気に駆けのぼって脳みそを支配する。

　俺は掛け布団を勢いよくぜんぶ捲り上げ、明里の身体に抱きついた。

「明里、どうしよう。俺、君のことがめちゃくちゃ好きだ」

　額に頬に鼻の頭に、そして口に。目につくところぜんぶに唇を押し当てながら、切羽詰まった声で訴える。

「……私のほうがもっと好きですよ。片想いは私のほうが年季が入ってますからね」

　腕の中からポツリと可愛く呟かれ、俺のただでさえ脆もろいタガが一気にはずれた。

「先輩、もう朝……っ」

「うん、だからもう一回だけ。それから、先輩じゃなくて紘人だろ？」

　だって今日は記念すべき恋人同士の朝。もう少しだけ甘い時間を堪能したっていいじゃないか。

「明里……」

「はい？」

「今週末にデートしよう。お揃いのキーホルダーを買って、お互いのアパートの合鍵をつけるんだ。色は水色がいいな」

　首筋にキスをしながら囁くと、明里が涙声で「はい、嬉しいです」とうなずいた。

　恋人になって初のデート。記念すべき最初のプレゼントは、水色のキーホルダーに決定した。





Ｆｉｎ









【番外編】ビターなチョコの思い出








「はい先輩、遅ればせながらバレンタインチョコです」

　私が赤いリボンのかかった箱を差し出すと、紘人先輩は「えっ、嘘！　ありがとう！」と目を丸くしながら受けとった。

　今日はバレンタインデイ……ではなく、三月十二日で普通の日曜日だ。

　紘人先輩が『今年のホワイトデイは平日だから、一足先に日曜日にホワイトデイ・デートしようよ』と提案してくれて、今日は彼が予約してくれたレストランで、ちょっとお高めなホワイデイのランチを堪能させてもらった。

　今年のバレンタインデイは先輩と別れた直後でそれどころではなかったし、もちろん何のプレゼントもあげていない。

　ホワイトデイにプレゼントをもらう理由がないので割り勘でもよかったのだが、先輩的には恋人になって最初のイベントということでちゃんとしたかったらしい。

　というわけで、食事をしてから街をぶらついて私のアパートに帰ってきたのだ。そしてコーヒーを飲んでいる最中に私が冷蔵庫からチョコの入った箱を取り出してきて、今に至る。

「うわっ、これってアレだろ、トリュフチョコ？」

　箱の蓋を開けた先輩がキラキラと目を輝かせた。

「そう、頑張って手作りしてみたの。先輩、手作りのって、もらったことがないでしょ？」

「明里、どうしてそんなことを知って……あっ」

　先輩が少し気まずい顔になる。

　そして私もちょっとだけ目を伏せて、「うん、高校時代に、そういう話をしてたでしょ？　百合子先輩と」と呟いた。




　そう、高校時代から紘人先輩に憧れていた私は、文芸部の部室で交わされる先輩たちの会話に必死で聞き耳を立てていた。

　だから当然知っている。

　百合子先輩の誕生日はバレンタインデイで、だから今までのバレンタインデイは紘人先輩が百合子先輩にプレゼントをする日だったのだと。

　そして料理が苦手な百合子先輩からのプレゼントは、いつも市販品のチョコレートだったということも。

『そんなのべつにいいんだ、俺はバレンタインデイよりも百合子の誕生日を祝いたいから』

　笑顔でそう語っていた紘人先輩の笑顔を思い出す。

　──だから対抗するってわけじゃないけれど……。

　いや、やはり対抗したかったのかもしれない。

　百合子先輩は手作りをしない。だったら私がしてあげよう。付き合った歴史や女性としての魅力では負けているけれど、料理だったらそこそこ自信がある。

　だからあえての手作りチョコ、しかも洒落て見えるトリュフを選んだのだ。

「私って、あざといですかね」

　こんな見えすいた方法で気を引こうだなんて、先輩に魂胆がバレバレだ。

　そう思ってシュンとしていると、先輩が私の頭をポンポンと優しく撫でた。

「なんで落ち込んでるんだよ、俺のために作ってくれたんだろ？　俺を喜ばせようとしてくれるなんて、嬉しいに決まってるじゃないか」

　先輩はそう言うと、箱の中からチョコを一個取り出し自分の口にヒョイと入れる。ココアパウダーをまぶしてあるやつだ。

「んっ、うっま！　これってビター？　ほどよい甘味だな。これ、めちゃくちゃ俺の好みだ」

　その笑顔を見ていたら嬉しくてウルッときた。

「私って……本当に先輩の彼女になったんですね」

「何言ってんだよ、当然だろ。三週間前に俺が告白して明里がＯＫしてくれて、その週末にはお揃いのキーホルダーを買いに行ったじゃないか」

　先輩はあの日の約束どおり、週末に高級ブランドでお揃いのキーホルダーを買ってくれた。クマのチャームがついていて、もちろん水色だ。

「そりゃあ元カノのことが何かと気になるのは仕方ないと思うし、嫉妬するのも当然だよ。でもさ……」

　先輩はローテーブルを回り込んできて、私の前に正座する。

「嫉妬するのは俺を好きだからで、俺も嫉妬されて結構嬉しいっていうか、トキめいてるっていうか」

　私の両手をギュッと握りしめて、「浮かれてるのが俺だけじゃなくてよかったよ」と柔らかく微笑まれて。そんなふうにされると、イジイジしていた自分が馬鹿らしく思えてしまう。

「ふふっ、先輩も浮かれてるんですか？　お揃いですね」

「ああ、キーホルダーも気持ちもお揃いだ」

　チュッとキスが降ってきて、先輩が私の瞳をのぞき込む。

「今の俺の彼女は明里で、明里の作ってくれたチョコは美味しくて、ビターな味が俺好みで最高だ。だからさ……」

　来年も再来年も同じのを作ってよ……そう言われ、ほろりと涙が零れ出る。

　──そうか、私は来年も再来年も先輩と一緒にこの日を過ごせるんだ。

　そしてこのビターなチョコを食べるたびに、やっぱり私は百合子先輩のことを思い出して、ちょっぴりほろ苦い気分になるのだろう。

　だけど先輩と私は甘い思い出を重ねていける。

　レストランでのホワイトデイランチに手作りのトリュフチョコ。

　嬉しくて浮かれてトキめいた先輩の照れ顔と、ビターチョコ味のキス。

　そんな恋人同士の時間を過ごすたびに、ほろ苦い思い出は徐々に甘ったるく変わっていくのに違いない。




「なあ、明里」

「なんですか？」

「手作りのチョコも嬉しいけどさ、俺、もう一つほしいものがある」

「えっ、ほしいもの？」

　先輩は「そう」とうなずいて、私の耳元に口を寄せた。

「そろそろ俺の名前を呼び捨てにしてくれないかな。明里、たまに気が向いたときしか呼んでくれない」

　──あっ！

　そうなのだ。

　自分でもわかっている。恋人同士になったあの日以来、私はたまに……エッチで無我夢中になっているとき……くらいしか先輩の名前を呼んでいない。

　だって今さら感がすごすぎる。高校時代からずっと先輩は先輩で、名前呼びするには勢いと勇気が必要なのだ。

「もう学生でもないし、俺は明里の彼氏なんだからさ、紘人って名前で呼んでよ。あと、そろそろ敬語もやめようか」

「先輩、一つって言ったのに二つもお願いしてるじゃないですか～！」

「あっ、ほら、また先輩って！　そして敬語！　またそれ言ったら襲うぞ！」

　両手を顔の横でガオって上げて獣けものぶる先輩が可笑しくて、私はキャハハと大笑いする。

「本当に……今すぐ襲う。っていうか、なんかムラムラしてきたので抱いていいでしょうか？」

　襲うと言いつつ真面目にお伺いをたてるのが先輩らしい。

　そして私はそんな先輩が大好きなので、大好きな恋人の願いは叶えてあげたいと思うのだ。

「紘人……私もムラムラしてるから……襲っても、いいよ」

　途端に彼は顔を真っ赤にして、「襲わせていただきます！」と私をお姫様抱っこした。

　ベッドルームに移動しながら私の額にキスをする。

「さっきのめちゃくちゃキュンてきた。もう一回言って」

「ふふっ、まだ恥ずかしいので、また次にいいタイミングがあったらね」

「だったらエッチの最中だな。おねだりしながら名前を呼んでよ」

「次の機会、近っ！」

「ハハッ」

　笑いながら一緒にベッドに倒れこんだ。

　──ほら、また一つ甘い思い出。

　来年のバレンタインデイの頃には、照れずに名前を呼べているのかな。ホワイトデイには今日のこの日を思い出して笑い合うのかな……なんて考えながら、紘人のトロけるようなキスを全身に受ける。

　私達は今日もまた、甘い甘い夜を一つ重ねた。
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あとがき








　こんにちは、田た沢ざわみんです。このたびは私の『濃蜜ラブルージュ』さま二作目となります『憧れの先輩は美しいケダモノ ～八年越しの蜜を捧ぐ～』をお迎えいただき、どうもありがとうございました。

　本作はサイト投稿していた三万字ほどの短編を大幅に加筆修正して七万字にしたものです。倍以上の長さにするにあたり、キャラクターの設定を変更しただけでなく、それぞれのエピソードもかなり増やしました。心情をより詳しく説明しているので、サイト版で既に内容を知っている方でも新鮮な気持ちで楽しんでいただけるのではないかと思っております。




　今回のお話は私にしては珍しく、御曹司もドクターも登場していません。

　ヒーローの紘人はＳＲと呼ばれる医療機器メーカーの営業職で、看護師をしているヒロインとは高校時代の先輩後輩の間柄。ラグジュアリーでも劇的な出会いでもないばかりか、紘人には美しい恋人までいるという王道から外れまくりのストーリーです。けれど普通であるぶん彼らの恋愛模様はとても身近で、『ああ、こういうことってあるよね』と感情移入していただける部分があるのではないかな……と思っています。

　いけないと思いつつ恋人のいる初恋相手と結ばれてしまう明里と、恋人がいながら後輩に惹かれてしまう紘人、そして恋人の優しさに甘えて大切なものを失ってしまった百合子。

　三人三様の心の動きを追いながら、読み終えたときに『やっぱり一途な健気女子の勝利だよね〜』なんて誰かと語り合っていただけたら嬉しいです。




　挿画はつきのおまめ先生。じつは初稿を書いているときからこのお話の挿画をつきのおまめ先生にお願いできたらと思っていました。先生の『ここからはオトナの時間です。』のヒロインみかんが健気で一生懸命で可愛くて、明里のイメージにピッタリだったのです。それでもそんな贅沢を言えるわけもなく黙っていたら、編集様からまさかまさかの『つきのおまめ先生にお願いしたいと思います』発言！　びっくりですよね。何も言わずともイメージぴったりのイラストレーター様をつけてくださった編集様、最高です！　感謝しかありません。

そしてこのお話を配信するのに携わってくださったすべての皆様、この本をお迎えいただいた読者の皆様にも心より御礼申し上げます。皆様のおかげで書き続けていられます。本当にありがとうございました。

　できればまた、次の作品でもお会いできますように。






二○二三年六月　　田沢みん拝










【著者紹介】

２０２０年出版デビュー。リアルではお目にかかれないようなイケメンに甘々のセリフを吐かせるのが使命です。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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